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―- 111 -―



,        |

4                                               __
~|-3要

ミ 基 幕 奉 韓 =手 季 峯 オ・

=硫 50m

よ長括ヨ髯ル用ド聯争岳盛這び第阜髯布策サy離 !

幅は広い所では3.9m、 狭い

所では1.2mと 一定せず、深

さも0。 9mか ら0.3mとまちま

ちである。溝の断面はU字型

で底には李大の円礫が多量に

混入している。遺物は、覆土

中から平安時代頃のものと考

えられる土師器の杯の小片が

若干出土しているだけで、遺

物だけからは正確な年代はあ

Ｅ
Ｏ
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コ

　

・
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第11図  S01001実 測図

| L=6450m

きらかにはできないが、B地区C地区共最下

層の水田土壌が溝の埋上の上を覆っているこ

とから、少なくとも水田が造成された時点で

は溝としての機能を停止していたものと考え

られる。

オ:長君せ夢

"常

船督材
R5/4 9     _色 m   炭窯 (S01001)(第 11図)

第12図  S01002実 測図 長さ約4.8m、 幅1,7mの炭窯の機能を持つ

と考えられている浅い土坑で、一端は楕円形であるが、もう一端は尖りぎみに細くなって煙

道を形成し、煙道と窯本体の境の底面に一対の小孔が認められる
(1)。 上部を開田の際にか

なり削平されていると思われるが、側壁及び底面は焼けて焼上が溜り埋土中にも木炭片が多

量に含まれている。遺物としては、器壁が厚く胎土中に砂粒を多量に含んだ粗い刷毛目調整

の施された甕と考えられる土器の小片が、小量ではあるが出上している。これは、刷毛日と

か胎土の特徴から、平安時代に属するものとおもわれる。

炭窯 (S01002)(第 12図 )

長さ約3.2m、 幅1.2mの不正楕円形で一端がやや尖りぎみの形状をした浅い土坑である。

S01001同様壁面は焼けて焼上が認められるが、埋土中に含まれる炭化物は小量で遺物の出

土は認められなかった。

炭窯 (S01003)(第 13図 )

隅丸方形のプランをもつ長さ約5.2m、 幅1.8mの上坑で、埋土中には多量の木炭が含まれ

ているが、その量は底近くなるほど多く、西側の縁には炭化物のブロック状の塊が認められ
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た。また、側壁及び底面は著

しく焼けている。 S01001の

ような煙道は認められなかっ

たが、北側の底面には1001同

様一対の小孔が設けられてい

る。

炭窯 (S01004)(第 14図 )

一部が B区とC区の境に設

けられたベル トにかかってい

るため全長は明ら

かではないが、長

さ7m以上、幅1.

2mの上坑で北西

の縁が一段高くな

リテラス状を退

し、これに接する

窯本体の底面には

S01001、 1003同

様小孔が認められ

!ξ怠:;;t:申 Iも}腑 igξヨ藍!:lti4i:5海
第14図  S01004実測図
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第13図  S01003実測図

6345 I          L=64.50m
l ll―

る。他の土坑同様底近くでの焼

土と炭化物の混入が著しい。

炭窯 (S01005)

S01004同様、遺構の大部分

が B、 C区の境界のベル トにか

かっているため大きさは不明で

あるが他の上坑と同様の性格の

遺構であろう。

熊S0400の印囲麓轟魏峰鏃腑罐発辮牽
長さ3.6m、 幅1.4mの楕円形 第15図  S01006実 測図

に近い形態の上坑で、上部を大きく削平されているが、残った埋上の中には他の土坑同様炭

Ｆ
＝
宝

～
０
ヨ

L=64.50m
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化物と焼土の堆積が著しい。遺物の出土は認められなかった。

性格不明遺構 (S X1002)

S01003の南側で検出された浅い不正形の長楕円形の上坑で、他の上坑と異なり埋土中に

れ
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第16図  S K 2001実測図

よ難魯ξ彰櫨争:�斉V2
4にヽい黄後色ンル ト層 10Y RC/3

0                1m

第17図  S K2002実測図
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第18図 BCC地 区出土古代 。中世遺物実測図

②第 2遺構面の遺構と遺物

B地区の第15層上面で検出された遺構と、その上に

堆積していた谷状低地の中の埋積土中から出土した遺

物である。

土坑 (S K2001)(第 16図 )

谷状低地東側の緩斜面から検出された不正形の浅い

土壊で、底の一部が浅く掘り込まれている。埋土中に

炭化物と焼土粒が多量に含まれている他は遺物の出土

は認められなかったが、上部に堆積している第14層か

ら出上している遺物が弥生時代以外のものが含まれな

いことや、隣接するS K 2002か ら弥生土器の細片が出

土していることから、弥生時代に属することは間違い

ないものと考えられる。

土坑 (S K 2002)(第 17図 )

S K 2001の北狽1で検出された長さ0,7m、

幅0.6mの 楕円形の上坑で、中央部にさら

に一段深い掘り込みが見られる。 S K2001

同様に埋土中に炭化物と焼土粒が多量に含

まれ、細片ではあるが弥生土器が出上して

いる。遺構の性格は不明である。

L=64.20m

一|
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③包含層出上遺物

古代 。中世

B地区の水田土壌最下層の第 8層からは青磁椀と白磁皿が、また水田土壌直下の 9層上面

からは、底部切り放しに回転糸切り技法を用いた土師器の杯の破片と、須恵器の長頸壺の底

部の破片が出上している (第 18図)。 青磁椀 3は高台まで施釉されているが、畳付きと高台

内部は露胎で、内面見込み部には片切り彫りによる幾何学文が描かれている。白磁皿 4はい

わゆる日禿とよばれているタイプである。これらは何れも13世紀後半から14世紀前半に多く

出土するものであ

る。また、 9層から

出土した回転糸切り

技法を用いた土師器

の杯 5は、回転糸切

り技法が12世紀代に

出現して13世紀に最

も盛行する技法であ

ると考えられること

0      5 cm

第19図  B地区出土弥生土器実測図

から、平安時代末期から鎌倉時代前期のものと

じ層から出上している須恵器の長頸壷 6につヽ

前の 9～ 10世紀代の年代が考えられる資料で茂

弥生時代                        宝全>      17
主としてB地区の谷状低地の中に堆積した第14層を中心に

0           2 cm
出土した遺物である。出土した弥生土器 (第 19図)はいずれ    

―も遺存状態が悪く、器形や文様をうかがえる資料に乏しい。
第20図  B地区第15層出土

7は甕の破片であるあるが、器内外面とも風化が著しく調整    石鏃実測図

方法は不明であるが、外反する日縁の内面には僅かに指オサエの痕が残されている。 8、 9

は同じく甕の底部の破片で、 8の個体には上げ底の底部がつき、外面は箆削りで調整されて

いる。この他にも櫛描きの波状文が施された壷の破片が出土している。いずれも弥生中期に

属するものであろう。この他の遺物として打製石庖丁と打製石鏃が出土している (第 21図

1)。 打製石庖丁には何れも結晶片岩が用いられているが、形態的には両端に決をもちほぼ

方形の左右対象の形態をもつもの、同じく両端に快が施されるが左右非対象の形態のもの、

訣をもたないものの 3種類に分類される。石鏃はサヌカイトの景↓片の周囲に簡単な加工が施
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第21図  BoC地 区出土弥生時代石器実測図
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されたものなど、無茎のものを中心として出土している。

縄文時代

B地区の第15層上部から、条痕の施こされた縄文土器の小片が若干とサヌカイト製の石鏃

が一点出土している。石鏃は長さ2,l clllの無茎式のもので全面に入念な加工が施されている

が、片方の脚を欠いている (第20図 )。

旧石器時代

BoC地区に跨る東西10m、 南北17mの

範囲から少数ながら旧石器がまとまって出

土した。遺物の出上した第15層 は、調査区

内を北東から南西にむかって緩やかに傾斜

し、厚い所では20911ほどの堆積がある。遺

物は総数42点と少なく、約半数がチャート

を素材とする素↓片によって占められ (第23

図20、 21、 24～32)、 他はハリ質安山岩 (第

23図 22、 第24図 34、 36)、 サヌカイト (第

23図 18、 19、 23、 第24図 33、 35)が用いら
o                     20m

れている。19は横長素1片を素材としたサヌ

第22図  BoC地 区旧石器出土範囲略図  カイト製のナイフ形石器で、身の半分を欠

損しているが恐らく5 clllに満たない小形のものであろう。調整は片側縁のみにほどこされて

いる。B地区の弥生時代の包含層から出上した18のナイフ形石器も、横長景」片をもちいた同

様の大きさのものであるが、調整が両側縁におこなわれている。20は同じく小形のナイフ形

石器でチャートを素材としているが景1離の方向は明瞭ではなく、景↓片の形状は縦長か横長か

正確なところは不明である。片側の側縁を欠いているため全体の形状は不明であるが、残さ

れたもう一方の側縁部への調整は両面からおこなわれている。22は、ハリ質安山岩の設I片の

側縁部に簡単なリタッチを施しスクレイパーとしたものである。チャートを素材としたまJ片

は、縦長のものと横長のものに分かれ、いずれの象1片にも打面調整の行われているものと、

全く行われないものが存在する。主票1離面と背面の象J離の方向は同一方向のものもあるが、

中には20や21のように直行するものもあリー定していない。またその舷態も、24のように石

刃に類似する非常に整った形態の象1片もあるが、その多くは大きさや形状が不揃いなことが

目立っている。これは、打面転移がさかんにおこなわれたためとも考えられる。調整は21の

劉片に簡単なリタッチが施されている以外、明瞭な加工が行われているものはないが、使用
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第23図  BoC地 区出土旧石器実測図 (1)
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痕と思われる刃こぼれは、ほぼ全ての象」片に認められる。ハリ質安山岩を素材とする黒1片の

形態もチャート製のものに類似しているが、使用痕の有無は不明である。サヌカイト製の景1

片は横長の形態のものしか認められないが、中に 1点だけ翼状景J片が出土している (第24図

35)。 石核はチャート製のものが 1点出土している (同図37)。 素材に角礫を用いた高さ3,

4cmの小型のもので、背面と側面の一部に自然面を残している。片側の側面には、この礫の

表皮を取り除く目的からか背面から調整素J離が行われているが、もう一方の面には正面方向

からの景↓離が認められる。打面は上下両端に設けられているが、景J片景J離に際しての打面調

整は行われていない。石核正面には上設打面から3回剰片を景Uぎ取った痕が認められるが、

石核を斜めに横断する節理面のため、何れも末端まで及んでいない。
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まとめ

(1)旧石器時代の石器群

今回出上した旧石器は数量的には42点と少ないものの、サヌカイト製のナイフ形石器 1点

以外は、同じ層からある程度のまとまりをもった状態で検出されたものである。使用された

石材にはチャート、サヌカイト、ハリ質安山岩の 3種類が認められるが、なかでもチャート

が最も多く、全体の約半数をしめている。従来、徳島県下でも旧石器時代の遺跡が集中して

いる吉野川北岸地域で発見される石器に使用される石材としては、そのほとんどがサヌカイ

ト製で、チャートを素材とする石器を出土している遣跡としては、県南の阿南市廿枝遺跡だ

けであった。甘枝遺跡の石器については、報告者の天羽、立花両氏によつて国府
。宮田山段

階の廿枝 I、 井島 1段階の廿枝Ⅱ、井島 2段階の廿枝Ⅲの 3時期に分けられた。その後、高

橋氏によって資料の追加と再検討が行われ、年代観についても疑間が投げかけられてい

る (2)。 今回の資料を廿枝遺跡の遺物と比較すると、使用される石材がチャートを主体とす

ることや、出上したナイフ形石器も、廿枝遺跡の一点を除けば 5 cmに みたない小型であるこ

と、景1片に縦長横長の 2種類が存在すること、石核、景J片ともに打面調整の行われない平坦

なものが多く、景1片の主景J離面と背面の素1離の方向が必ずしも一致せず、打面が一定ではな

かったことが考えられること、石核の素材として角礫が使用されていることなど共通する点

が多い。しかし、金蔵遺跡では肝心のナイフ形石器の出土数が少なく充分な比較検討がおこ

なえない状態にある事や、一点ではあるが廿枝遺跡にはない翼状剣片が出土していることな

ど、異なる点も存在している。ただ、個々の遺物の出上したレベル差が最大40cm近 くあるこ

とや、同じ層の上部に縄文時代の遺物が含まれていて層自体堆積の状況が不安定と考えられ

ること、また、出上した数少ないナイフ形石器の類例を敢えて求めようとするならば、宮田

山またはそれ以後のナイフに分類できるものと考えられ、この翼状象」片との共時性を疑える

資料であることなどから、この一群の出土遺物をすべて同一時期に属するものと考えること

はできないと思われる。ともあれ、廿枝遺跡との類似点は指摘できるものの、正確な時期的

位置付けなどについては今後の資料の増加を待たねばならないものと思われる。

12)弥生時代の遺構と遺物

今回の調査で検出された遺構は、焼土溜り 1基と性格不明の上坑 2基だけで、住居跡など

は出土しなかった。この扇状地上に立地する他の弥生時代の遺跡でも、一般的に住居跡をは

じめとする遺構の検出数は少なく、遺構の密集する度合いが極めて低かったことが伺えるが、

これには、水に乏しい扇状地という自然条件をぬきにして考えることはできない。今回の調
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査でも、遺構の検出された場所が九頭宇谷川に面した緩斜面上や自然にできた湿地状の低地

に隣接しているなど、比較的水を得やすい所に遺構や遺物が集中していることからその様な

事情を推察することができる。もっとも出土遺物のなかに打製石庖丁が存在することは、生

産活動のなかに、農耕の占める割合がかなり高かったことを伺わせるが、水稲耕作かそれ以

外のものか興味をいだかせるところであろう。

0 古代、中世関係の遺構
BoC地区の水田土壌下の第 1遺構面からは、濤状遺構と炭窯と考えられる土抗が検出さ

れている。B地区では、この 9層の上に堆積している水田面最下層の第 8層から、青磁椀と

白磁皿がそれぞれ一点ずつ出上しているが、それらは13世紀から14世紀代に位置づけられる

遺物である。このことから、B地区の水田の造成された時期は少なくともそれ以降と考える

のが妥当だと思われるが、遺物の出上していないC地区の水田も、ほぼ同じ様な年代に位置

づけてよいのではないかと思われる。このB地区の第 1遺構面については、遺物が検出され

ているS D 1001、 S01001で 出上した土師器の破片が、いずれも平安時代くらいのものと思

われることや、同じ第 9層から出上した土師器の杯が、少なくとも12世紀代に出現し、13世

紀から14世紀を中心に多用される回転糸切り技法を用いたものであることと、上層の水田面

の年代が13～ 14世紀である事を考慮にいれると、その下限を12～ 13世紀頃までのものと考え

ておきたい。この場合、 S D 1001の性格であるが、この様な水に乏しい扇状地上に設けられ

た溝であることから、恐らく潅がいを目的としたものであったと思われるが、実際に確認さ

れた水田面は溝より後の時代のもので、その水田の時期にはすでに埋没してしまい、水利施

設として機能していなかったと考えられる。ただ、この遺跡の北には、平安時代に築造され

たと伝えられる浦池が位置している。もしこの S D 1001の年代が正しいとすれば、この浦池

と何らかの関係のもとに造られた水利を目的とした遺構の可能性も考えられる。

今回の金蔵～上井遺跡の調査によって出土した遺構や遺物は極めて少ないもので、年代的

にも不確かなものがそのほとんどを占めている。しかし、今回の調査で新たに明らかにされ

た事も若千ではあるが認められる。特に、旧石器時代の遺物については、時期的にも量的に

も不完全な資料ではあるが、従来、吉野川北岸地域で全く出上しなかったチャートを素材と

する石器群を検出することができたばかりでなく、県南地域でのただ一箇所のナイフ形石器

の出土遺跡で、県内では他に比較する資料の全くなかった廿枝遺跡の遺物と関係づけられる

ものが出上したことは、今後の県内の旧石器時代の研究をおこなううえで、少なからぬ意義

を持ってくるものと考えられる。
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注

　

硼 炭窯の構造については菅原康夫氏の論考「遣物をもたない遺構」『徳島県埋蔵文化財センター

年報Vol.2』 1991を 参照。

(動 天羽利夫、立花博両氏の論考については、天羽、立花「徳島県廿枝遺跡採集の石器J『古代学』

16-1(1969)、 天羽「徳島県下出上のナイフ形石器 。細石器」『徳島県博物館紀要』 1(1970)

天羽「徳島県の遺跡J『 日本の旧石器文化 3 遺跡と遺物 <下 >』 (1976)雄山閣を、また高

橋氏の論功は、「徳島県阿南市・廿枝遺跡の採集の石器再考」『旧石器考古学 29』  旧石器文

化談話会 (1984)をそれぞれ参照。高橋氏はこの中で、和歌山県松瀬遺跡、壁川崎遺跡、大分県

岩戸遺跡など廿枝遺跡に類似する遺跡をあげているが、その編年的位置づけについては明確な発

言はおこなわれてはいない。
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第 1表 出土遺物観察表 1 (土器 )

第 2表 出土遺物観察表 2 (石器 )

番号 器種 法量 形  態 胎土焼成 出土地点 備考

3 青磁椀 底径6 7ca
高台の高さは0 9cu 高台畳付及び内面
は露胎

釉の色は緑灰

色
F-5

4 白磁皿 底径61m
体部は斜上方に直線的に立ち上がる 釉
は底部まで施こされる

G-2
いわゆる日禿げ皿

5 土師器杯 底径7 2co
底部からやや内弯気味に外上方に立ち上
がる

橙色 G-5 底部切 り離 しは回転糸切

り技法

6 須恵器壷 底径 9 cII
底部からゆるやかに内弯 しながら外上方

に立ち上がる

灰自色

7 弥生甕 口径20 5ca

肩部に最大径をもっと考えられ口縁部は

ゆるやかに外反する

径 1～ 2 oIIの

礫を含み焼成

不良

F-7

8 弥生甕 底径58m
底部付近でわずかにくびれる 強いあげ
底の上器

径 1～ 3飩の

礫を混入する
F-7

9 弥生甕 底径 7 ca
底部付近でわずかにくびれる 平底の上
器

橙色で焼成は

不良
F-7

番

号
器種

最大長

(clll)

最大幅

(ca)

最大厚

(cm)
重量(g) 石質 出土地点 備考

1 打製石鏃 25m 1 3ca 0 4cI サヌカイト V-18 断面に自然面を残す

石棒 39 3el 12∞ 9,500g 緑色片岩 V-19 自然の転石を利用

打製石庖丁 11 51t 4 7ca 0 7ca 結晶片岩 G-7 片面に自然面を残す

打製石庖丁 10 8cm 4 7cII 18111 結晶片岩 D-7

打製石庖丁 9 8ctt 4 3cII 0 7cI 397g 結晶片岩 H-7 側縁部に自然面を残す

打製石庖丁 85111 1 2ca 608g 結晶片岩

打製石庖丁 6 6cu 3 3ca 1 3ca 394g 結晶片岩 I-6 片面に自然面を残す

打製石庖丁 4 1ca 26ω 0 7cl 結晶片岩 F-8

打製石鏃 18111 1 lca 0 2ca サヌカイト F-6 周縁部にのみ調整が加

えられる

打製石鏃 2 1ca 03111 ナヌカイト G-9 全面に入念な調整が加

えられる

―- 125 -―



番

号 器種
最大長

(cm)

最大幅

(clll)

最大厚

(911)
重量(g) 石質 出土地点 備考

ナイフ形石
器

3 7ca 1 2ca 0 6el サヌカイト J-7
弥生の包含層より出土

ナイフ形石
器

2 3cI 1 4ca 0 7cm サヌカイト E-9

ナイフ形石
器

1 9ca 0 5cm 0 3cI チャート F-9

剣片 19111 1 2ca 0 3ca 0 9ca チャート C-9 側縁の一部に調整が加

えられる

スクレイパー 2 5cm 15m 05釦 22g 質
岩
り
山
ハ
安 D-9

ナイフ ? 46m 0 8ca サヌカイト D-9

祭1片 3cn 1 lcal 06卿 チャー ト F-9 側縁に使用痕が認めら

れる

景J片 2_4ca 1 5cl 06鉤 チャート C-9 側縁に使用痕が認めら

れる

景1片 1 8cdl 1 2ca 05働 チャート C-9

景1片 1 4cI 22働 0 5cm チャート D-9 側縁に使用痕が認めら

れる

崇」片 1 7ol 15m 0 5cm チャート D-9

黒J片 1 7ca 13m 06∞ チャート D-8

祭」片 2 41xa 1 6cI 1011d チャート C-10

景1片 2 1ca 05111 0 3ca チャート F-8

景J片 2 2ca 0 8ca チャート E-8

景」片 20111 2 2ca 0 3cl サヌカイト D-9

景1片 1 2ca 2 1cm 05m ハ リ質
安山岩

D-8

翼状票1片 3 7cD 2 2ca 0 5ct サヌカイト D-9

景J片 1 2ca 1 8ca 0 4ca り賓安山岩 D-9

石核 3 4cn 2 5cH 2 ca 168g チャー ト D-9 素材に角礫を用いる
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図版 1
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図版 3
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図版 4
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図版 5
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図版 6
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図版 7
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図版 8

包含層出土遺物 (1)
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図版 9

包含層出土遺物
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Ⅳ  天神 山遺跡・ 青谷遺跡



1 本章は、四国縦貫自動車道建設に伴う、天神山遺跡と青谷遺跡の発掘調査報告である。

2 発掘調査及び報告書作成の実施期間は次のとおりである。
・発掘調査期間  天神山遺跡 平成 2年 5月 11日 ～平成 2年 7月 12日

青 谷 遺 跡 平成 2年 5月 10日 ～平成 2年 9月 12日

平成 3年 11月 10日 ～平成 3年 12月 12日

・報告書作成期間       平成 4年 4月 1日～平成 5年 3月 31日

3 本章の遺物番号は遺跡ごとに通し番号とし、本文・挿図・表 。図版と一致する。

4 第 4図の地形図は建設省国土地理院発行 1/25,000地形図「大寺」「市場」を転載した

ものである。

選跡抄録

遺跡名 天神山遺跡 青谷遺跡

読み てんじんやま あおだに

所在地 板野郡上板町引野字山田原 1-8他 板野郡上板町引野字青谷25-1他

種別 墓 。住居 散布地

時代 弥生・近世 旧石器・縄文・弥生・古代 。中近世

主な遺構 土壊墓・竪穴住居跡・便所 土坑・土壊墓 。溝・柱穴

主な遺物 弥生土器・石器 。陶器 石器・弥生土器・須恵器・陶磁器
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調査の経過

(1)調査の経過

分布調査による天神山遺跡の推定範囲は8,200 ar、 東に隣接する青谷遺跡は推定範囲8,450

だであった。当初は天神山遺跡西半4,540雷 と、青谷遺跡の4,620ピを対象として、試掘調査

を行った。試掘開始時においては、天神山 。青谷両遺跡にそれぞれ 1班が配置され、着手し

た。しかし、試掘の結果、調査対象範囲がかなり絞りこまれたので、本調査は 1班で両遺跡

の調査を並行して行うこととした。天神山遺跡を先行し、青谷遺跡を工程によって間にいれ

ながら進めた。青谷遺跡では調査途中に新たな用地が入り、同様に試掘を行って調査範囲を

絞りこんだ。天神山遺跡は、 7月 12日 に完了し、青谷遺跡の調査は 9月 12日 に終了した。調

査面積は天神山1,330だ、青谷遺跡3,110雷である。

天神山遺跡は試掘結果と現地形から、残りの推定範囲には遺跡の広がりのないことを十分

に推定できたので、完了とした。青谷遺跡については遺物包含層の広がりの確認できた地点

を1991年 11月 21日 から12月 12日 までの間に 2次調査として870 Hfの発掘調査を行った (第 3

図)。

(2)調査区割

調査を始めるに当たってグリッドの配置は、発掘調査統一基準にならい、第 4系国土座標

を基準とし、 5mメ ッシュを 1グ リッドとして当初の推定範囲を包み込む南西隅から北にA

BC…、東に 123…の順に記号をふり、その組み合わせでグリッドを表現するように設定

した。

なお、便宜上調査地のまとまりを調査区として、天神山遺跡は第 1調査区から第 4調査区

まで、青谷遺跡は第 1か ら第 8調査区まで設定した。さらに、両遺跡とも田畑一筆ごとに、

また分割調査が必要であった地区については分割ごとにABC… (地区)を副記号としてつ

けた (第 1～ 3図)。

また、遺構記号 。遺構番号は検出時に決定し、掘削後、遺構の確実性が乏しいと判断され

たものについては欠番とした。これは、遺構番号 。遺構記号の変更による混乱を避ける目的

であり、変更は必要最小限にとどめた。したがって、遺構番号は、その最大の値が全体の遺

構数を表すものではない。
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(3)試掘調査

天神山遺跡

試掘の トレンチは2m× 5mを基本として設定した。 トレンチは遺物包含層上面ないしは

遺構面直上で止めるのを原則とするが、各調査区ごとに下層の確認が必要と考えられる地点

については、幅 2mの うち lm分だけを深く掘り下げた (第 1図 )。

天神山遺跡については、尾根上の第 1調査区で、まず頂上に 5ヵ 所設定し掘り下げたが、

削平を受けていることが判明、最終確認のため尾根の両斜面にかかる東西に長い トレンチを

設定し、深く掘り下げたところ、両斜面部でサヌカイトや弥生土器片を含む遣構および遺物

包含層を確認し、本調査の対象とした。

第 2調査区は第 1調査区の東側斜面部である。耕地整理で 1枚の水田になっているが、東
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X=124.740

X=124,720

X=124.700

X〓 124.680

X=124.660

111213141 16171819202122232425262728

第 1図 天神山遺跡 調査区割・調査区・試掘 トレンチ配置図

ｇ

Ｏ
．
冨
＝

＞

Ξ

∞
．
冨
＝

＞

８
∞
．
冨
＝

＞

専

∞
．
冨
＝

＞

Ｒ

∞
．
冨
＝

＞
―

ｇ

∞
．
冨
＝

＞
―

０
∞
卜
．
冨
＝

＞
―

Ｚ

Ｙ

Ｘ

Ｗ

Ｖ

Ｕ

Ｔ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

―- 140 -―



端に原地形が残存している可能性があったので 4ヵ 所の トレンチを設定、掘り下げた。 4ト

レンチとも耕作土下は削平された地山であり、特に北西隅の配 4ト レンチでは黒色の断層破

砕粘土が確認された。

第 3調査区は第 2調査区の北側、尾根の東側斜面部にあたり、斜面を数段に耕地整理をし

ている。一筆ごとに 2～ 3ヵ 所の トレンチを設定し、堆積状況を確認したところ、配 5～ No

llト レンチについては削平が進み、遺構面の存在は確認できなかった。hl～配 4ト レンチ

については、かつて屋敷地であったとの伝承の通り種々雑多な遺物が出土した。それらに混
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第 2図 青谷遺跡 調査区割 。調査区・試掘 トレンチ配置図
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じって、弥生土器片、サヌカイトが血 4ト レンチから出上、南東側斜面部で遺構面の存在を

確認できたので、配 3、 血 4ト レンチを設定した畑地 (B地区)を本調査の対象とした。

第 4調査区は大規模農道東側で第 2・ 3調査区に続く斜面部にあたる。 4ヵ 所のトレンチ

を設定し、調査したが、いずれも耕作土下は削平された地山であった。

以上25ヵ 所の試掘結果から、第 1調査区と第 3調査区B地区の 2ヵ 所を本調査の対象とし

た。

青谷遺跡 (第 1次 )

試掘 トレンチは、 2m× 5mを基本として、39ヵ 所に設定し調査した (第 2図 )。

第 1調査区は、まず10ヵ 所設定し、掘り下げたが、どの トレンチも堆積状況は基本的に同

じであった。泥岩小礫を多く含んだ層の上に、にぶい黄橙色の粘性砂質上が堆積している。

遺物の出土は皆無に近かったが、最終確認としてあけた配11ト レンチで炭化物と焼上を含ん

だ土坑 (S K 1001)を検出、青磁片も出上した。そこで、同様の堆積状況を示す部分を本調

査対象とした。

第 2調査区は、遅れて用地が取得された部分である。 6ヵ 所にトレンチを設定、掘り下げ

たところ、配 5・ 6ト レンチは採土により削平されており、血 1・ 4ト レンチは第 1調査区

に似ているが、遺構面にあたる層が安定していないのでて本調査対象からはずした。配 2・

3ト レンチでは、本遺跡で最も明確な弥生時代の遺物包含層を確認し、広がりの推定できる

範囲を調査対象とした。

第 3・ 4調査区は、併せて 4ヵ 所で試掘したが、いずれも遺物の出土はなく、堆積状況は

不安定で本調査の対象からはずした。

第 5調査区も,現況は土置き場であり,採土等で撹乱が激しく放棄した。

第 6調査区の配 1～ 3ト レンチでは、耕地整理による削平により、本調査の対象からはず

した。配 4・ 5ト レンチでは、出土遺物はないが推積状況から、遺構面の残存が推定できる

ので、本調査の対象とした。

第 7調査区は耕作の関係でやや遅れて10ヵ 所試掘調査を行った。配 3ト レンチから弥生土

器片、No 9ト レンチで土坑を検出し、その覆土からサヌカイト片が出上した。従って全体を

本調査対象とした。

青谷遺跡 (第 2次 )

第 7調査区の南に隣接する地点の調査で、前年度に続き、第 8調査区とした。東西両端に

南】とのトレンチをいれ、第 7調査区と基本的に同じ土層を示す部分が確認されたので、全面

を発掘対象とした。
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(41 調査 日誌抄

天神山遺跡

1990年

5月 11日  機械掘削による試掘調査開始。

5月 15日  第 1・ 3調査区で遺物包含層・遺

構確認。

5月 17日  試掘作業ほぼ完了。

5月 21日  試掘結果により調査鈍囲を確定。

5月 22日  第 3調査区No 2ト レンチの S Klo

01調査。

5月 25日  第 1調査区A地区、第 3調査区 B

地区、機械掘削開始。

5月 28日  第 1調査区A地区、人力掘削開始。

写真 1 天神山遺跡 調査風景

月 30日  第 1調査区A地区、遺構検出。

月 1日  第 1調査区A地区、遺構検出・掘

り下げ。第 3調査区B地区で入力

掘削開始。

月 8日  第 3調査区 B地区、住居跡の検出。

月 12日  第 1調査区A地区、調査終了。第

3調査区 B地区ではS B 1001の 掘

り下げ開始。

6月 13日  第 1調査区 B地区、機械掘削。

6月 14日  第 1調査区 B地区、人力掘削開始。

6月 26日  第 1調査区 B地区、遺構検出。

最後の上層図終了により調査完了。

埋め戻し作業完了。

(第 1次 )

試掘着手。第 1調査区、 9ヵ 所。

再開。第 1調査区で、遺構検出。

第 1・ 3～ 6調査区の試掘調査を

完了。

第 7調査区、試掘。

第 1調査区 C地区、機械掘削。

第 1調査区C地区、人力掘削開始。

人力掘削完了。

遺構検出開始。

遺構平面図作成。

調査区壁土層図をのぞいて完了。

午後からは第 6調査区の掘削にか

かる。

第 1調査区A・ B地区、機械掘削。

第 6調査区は人力掘削完了。

月

　

月

9日

12日

青谷遺跡

1990年

5月 10日

5月 15日

5月 17日

5月 19日

6月 4日

6月 6日

6月 13日

6月 18日

6月 25日

6月 26日

6月 27日

7月 5日  第 1調査区A・ B地区、人力掘削。

7月 9日  第 1調査区、人力掘削続行。第 6

調査区は遺構検出。

7月 11日  第 6調査区完了。第 2調査区、試

掘調査。

7月 17日  第 1調査区A地区、遺構検出。 B

地区、人力掘削ほぼ完了。 D地区

および第 2調査区、機械掘削。

7月 18日  第 2調査区、人力掘削開始。第 1

調査区も検出・実測作業続行。

7月 24日  第 1調査区A・ B地区、平板測量

による遺構配置図作成。第 2調査

区、掘削続行。
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7月 27日  第 2調査区、人力掘削完了。第 1

調査区D地区に移る。

7月 80日  第 7調査区A・ B地区、機械掘削。

第 1調査区では実測と人力掘削を

続行。

8月 1日  第 1調査区D地区、人力掘削完了。

第 2調査区は遺構検出。

人力掘削。

調査区中央部の堆積厚く、機械を

導入、掘削開始。

調査区の精査。遺構検出されず。

調査区・土層の実測。写真撮影。

調査終了。

12月 2日

12月 5日

12月 10日

12月 12日

8月 6日

8月 11日

8月 16日

第 1調査区A・ B地区、調査完了。

D地区では、遺構検出・掘り下げ。

本日より15日 まで、盆休。

第 1調査区D地区、調査完了。第

7調査区A・ B地区、人力掘削完

了。遺構検出、掘り下げ。

8月 21日  第 7調査区、平板測量。第 2調査

区再開、遺構掘り下げ。

8月 27日  第 7調査区A・ B地区、調査完了。

8月 28日  第 7調査区C・ D地区、機械掘削。

8月 30日  第 7調査区C・ D地区、人力掘削

開始。

9月 3日  第 7調査区C・ D地区、人力掘削

完了。

9月 5日  第 7調査区C・ D地区、遺構掘り

下げ。第 2調査区、実測中。

9月 7日  第 7調査区・第 2調査区とも残件

処理。調査完了。

9月 12日  事務処理完了。挨拶回りの後、現

場撤収。

青谷遺跡

1991年

11月 22日

11月 28日

(第 2次 )

機械による第 8調査区の両端を試

掘。

入力掘削開始。

―- 146 -―



2 遺跡の立地と環境

(1)地理的環境

天神山遺跡は、徳島県板野郡上板町引野字山田原 1-8他に、青谷遺跡は引野字青谷25-

1他に所在する。

四国山地に源を発し、徳島県北部を東流し、そして紀伊水道に注ぐ吉野川は河口部に広大

な三角州である徳島平野を形成している。本遺跡は、その吉野川の左岸、河口部からは約20

1cn付近の阿讃山脈の南麓に位置する。天神山遺跡は標高約60mの阿讃山脈から南に延びる尾

根上に、青谷遺跡は南流する小河川に挟まれた標高約51～61mの緩斜面に立地する。阿讃山

脈は地質学的には中生代に堆積した砂岩・泥岩の互層による和泉砂岩層により形成され、そ

の麓を徳島の地質構造を和泉層群と三波川変成岩帯とに分ける中央構造線が東西に走ってい

る。本遺跡の周辺には、その中央構造線系の断層がみうけられる。

(2)歴史的環境

本地域での旧石器時代の遺跡としては柿谷遺跡
(1)が
挙げられる。徳島県内でも類例の少

ないチャー ト製の国府型ナイフ形石器が出上している。また上板町引野の出日遺跡 (2)で は

サヌカイト製のナイフ形石器が表面採集されている。

縄文時代の遺跡としては生成町の西谷遺跡 (3)がぁる。縄文から中世にかけての複合遺跡

であるが、縄文時代後期の深鉢、浅鉢、注目土器を出土する貯蔵穴の可能性をもつ土坑が検

出されている。また上板町神宅字山田で1953年に縄文時代後期の磨消縄文をもつ土器片が採

集されているが (4)こ の周辺では縄文時代の遺跡は確認されていない。

弥生時代の遺跡としては、神宅字山田の阿讃山脈の尾根上から1915年、神宅銅鐸と呼ばれ

痛平紐式 6区画袈裟欅文銅鐸 (5)が 出上している。その銅鐸と関連付けられる弥生時代の集

落は確認されていない。上板町大山中腹の畑遺跡や、本遺跡の西南の平野部に広がる生成町

高尾の熊ノ庄遺跡なども散布地として知られている。また前述の西谷遺跡では弥生中期から

後期にかけての住居跡・土坑が検出されている。

弥生時代から古墳時代前期にかけては、天神山遺跡の一つ尾根を挟んだ西の尾根上に安楽

寺谷墳墓群 (6)が ぁる。弥生時代の上器棺墓群と石室墓、そして古墳時代前期の竪穴式石室

2基が確認されている。もう一つ西の尾根上にも、安楽寺谷墳墓群の竪穴式石室と同時期と

考えられる十楽寺山古墳
(7)がぁる。
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1神宅遺跡 2神宅銅鐸出土地 3柿谷遺跡
4出 口遺跡 5和泉寺経塚  6青谷遺跡
7天神山遺跡 8生成丸山古墳 9安楽寺谷墳墓群

と̀ 10+楽寺山古墳 H十楽寺遺跡 12西谷遺跡

=鄭
笙十単               0                    2km

第 4図 周辺の遺跡分布図
古墳時代中期でまず触れておかなければならないのは、生成町高尾の扇状地上の水田中に

位置する生成丸山古墳
(8)でぁる。徳島県の円墳では唯一周濠をもつもので、規模は東西43

m、 南北39m、 高さ6.5～ 7m、 周濠は幅11～ 14mが推定される。徳島県の中期を代表する

大型古墳である。他にこの地域で現存するものの中で、中期の構築が考えられるものは確認

されていない。

古墳時代後期にはいると、阿讃山脈の南麓を中心に多くの古墳が築かれた。本遺跡の周辺

部においても明神池、天神山古墳群が1963年の埋蔵文化財包蔵地調査 (9)で報告されている

が、具体的様相は不明である。前述の柿谷遺跡では後期の横穴式石室 8基と石室墓が検出さ

れている。柿谷遺跡は古く「百塚Jと称されていた場所の比定地のひとつである。また後期

の集落遺跡としては上板町東部の神宅遺跡
(10)があげられる。遺跡の東の台地上の山崎古墳

群
(11)と
時期的に一致し、古墳群を構築した集団の集落と考えられる。

歴史時代としては上板町から吉野町にかけての沖積平野上に、五条、六条、七条の地名や

直交する道路畦畔から条里遺構の一部に比定される地域
(12)がぁる。また山麓周辺には伝承

で平安時代に建立されたとされる、西光廃寺、安楽寺跡、十楽寺跡の伝承地が点在し、特に

青谷遺跡の南東部は西光廃寺伝承地とされ八葉複弁蓮華文軒丸瓦が出上している
(13)。
十楽
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寺のすぐ西の谷には十楽寺遺跡
(14)が
ぁり、徳島県内でも古い時期に属する 8世紀後半から

9世紀にかけての須恵器窯に伴う灰原が確認されている。大山中腹の大山寺では大治元年 (11

26年)銘をもつ経筒 (15)が出土 している。また泉谷の和泉寺においても1918年 に経筒 (16)が

出上 している。

参考文献

上板町史編纂委員会『上板町史・上巻』『上板町史・下巻』上板町 1983

郷土研究発表会『総合学術調査報告 上板町』 郷土研究発表会紀要 1981

児島忠平『泉谷郷土誌』 1968

児島忠平『松島町誌』 1967

『土地分類基本調査 川島』 国土調査 経済企画庁 1971

菅原康夫『日本の古代遺跡37 徳島』保育社 1988

天羽利夫・岡山真知子『徳島の遺跡散歩』 徳島市民双書 1985
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l. 2』    1991

藤川智之「柿谷遺跡」『徳島県埋蔵文化財センター年報Vol.3』  1992

(2)天 羽利夫「徳島県の遺跡J『 日本の旧石器文化 3』  1976

(3)結 城孝典「西谷遺跡」『徳島県埋蔵文化財センター年報Vol.2』  1991
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距離的関係から前期に位置付けるのが妥当と考えられる。

(8)天 羽利夫他「土成丸山古墳調査報告」『徳島県立博物館紀要』第18集  1987

(9)徳 島県教育委員会社会教育課調査 1963
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(13)前掲14)
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3 調査成果
A 天神山遺跡

(1)基本層序

本遣跡の堆積は、削平 。

盛土等がかなり行なわれい

るものの、遺構面の確認で

きた第 1調査区、第 3調査

区B地区では比較的単純な

堆積をなしている。 した

がって、第 5図に示した柱

状図がそれぞれの調査区の

基本的な堆積状況を示して

いる。いずれの柱状図も、

試掘 トレンチのものを利用

した。なお、柱状図の位置

については、第 6図に示し

ている。

第 1調査区は南に延びる

なだらかな尾根である。こ

の尾根は、後世の改変が激

しく、先端部分は墓地とし

て利用され、調査地の北隣

は採土により切りとられ、

南隣は貯水タンクが建設さ

れている。調査地も尾根頂

部が削平され、畑地となっ

ているのをはじめ、両斜面

部にも手が入っている部分

がある。柱状図①～③をみ

て明らかなように、尾根頂

第 1調査区

L〓 60,00m

1.にぶい黄褐色10Y R5/4砂質土(表土)

2.にぶい黄笹色10Y RGμ砂質土

3.灰黄褐色10Y R4/2砂質土

4.にぶい黄褐色10Y R6/3砂質と

5.に しヽヽい女笹色10Y R7/3砂賀土

6:にぶい冑笹色10Y R7/4砂質土(包含層)

7.S T 1004

8.明黄褐色10Y R6/6粘買土

9.明黄褐色10Y R7/6粘質土

10,にぶい黄褐色10Y R5/4砂質土(包合層)

11.較質岩盤(地山)

L=58.00m

第 3調査区

L=53.50m⑥爾
0          1m

1.に しヽくい黄褐色10Y R4ん砂質土(耕作上)
2.にぶい黄褐色10Y R5/3砂質土(礫を多く含む。盛土 ?)
3.にしSミい黄橙色10Y R7/3砂質土(包含層)
4.にしSくい責橙色10Y R6/3粘性砂質土(包含層)
5,にぶい責橙色10Y R7/4粘質土(地山)
6.にぶい黄橙色10Y R6/3粘質土(地山)
7.褐色10Y R4/6粘性砂質土 礫多く含む(地山)
8.褐色10Y R76砂 質土 礫多く含お(盛上)
9.褐色7.5Y R4/4粘質土(地山)

第 5図 天神山遺跡 基本土層実測図
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第 6図 天神山遺跡 遺構配置図



部②地点は削平された地山に表上がのっているだけである。両斜面部には弥生時代の遺物を

少量含んだ第 6層、第10層がある。①地点では、遺物包含層上の堆積は比較的安定した状況

を示す。③地点では、すぐ北側で斜面が削られている影響があるのか、第 1・ 8・ 9層につ

いては安定性に欠ける。

第 3調査区A・ B地区は、斜面部を近世に屋敷地として、さらに段々畑に改変した地点で

ある。⑤地点は表土直下が10cm大の礫を多く含む地山層となる。便槽 (S K 1001)も この面

で検出されていることから、おそらくこの上面が近世末まで屋敷地として利用されていたと

考えられる。④ o⑥地点は、調査前には藍畑として利用されていたが、耕作土下は、両地点

とも盛土と考えられる10cm程度の礫を多く含む層を間に狭み、④地点では 2層の、⑥地点で

は 1層の包含層が存する。第 3層は弥生時代から近世の遺物を含む。第 4層は弥生時代の遺

物包含層である。第 5層を地山とするが、弥生時代の遺構面が残存するのは④地点付近の狭

い範囲だけと捉えており、⑥地点では後世に遺構面が削平されて、新しい遺物包含層 (第 3

層)が上に被っていると考えられる。

12)遺構と遺物

遺構の配置については、第 6図に示すとおりである。第 1調査区は、尾根の東西の斜面近

くに遺構が残存している。検出された遺構は、土墳墓と考えられるもの 5基、土坑 9基であ

る。出土遺物からみて弥生時代後期を中心とする時期のものであると考えられる。第 3調査

区は、A地区の試掘No 2で近世の民家の遺構が、B地区では、弥生時代の遺構面の残存面積

は少ないが、後期前葉の竪穴住居跡が 1基検出されている。

①弥生時代

竪穴住居跡 (S B1001)(第 7図)       ′

一辺3.05mの隅丸方形のプランを有し、深さは西側で28clll、 東側で10cmを測るが、南東部

分は壁を欠失している。幅10clll前後の周壁溝を巡らす。住居中央部に長軸52cm、 短軸30clllの

楕円形を呈し、深さ 7 cm程度の浅い炉がある。ピットは 6ヵ 所検出し、検討の結果、炉の両

端にあるPl・ P2が、深さそれぞれ30clll、 32cmを測り、この2カ所を主柱穴とする構造で

あったことが推定できる。

住居北端の緩いコーナーに砂岩台石が据えられ、周辺にはサヌカイトの景」片が散乱する。

台石の際の壁に密着して石鏃 (第 9図 13)、 炉の際の床面でも、石鏃 (第 9図12)が出土し

ているのをはじめ、覆土中から、合計 6点の石鏃が検出されている。
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第10図  S B1001出土遺物実測図 (3)

西壁際の床面には炭化材が散乱し (第 7図 網の部分)、 焼土痕もみられる。土器もこの

付近で集中して出上している。

出土遺物 (第 8～ 10図 )

覆土からの出土遺物は、弥生土器片234点、石鏃 6点、石錐 1点、磨石 1点、サヌカイト

片26点、結晶片岩 5点、鉄鏃 (?)1点、それと前述した砂岩台石である。

弥生上器は細片が多く、全体を復元できるものはないが、辛うじて実測可能な個体 8点を

図示した (第 8図)。 1は、広日三である。直立する頸部から緩やかに外反する日縁部を持

ち、日縁端部は上下に拡張して 2条の擬凹線を施す。頸部外面はタテハケ調整、内面および

口縁部はヨコナデで仕上げられている。 5・ 6は甕で、「く」の字状に屈曲して外反する日

縁部を持ち、端部は、 5は平坦に、6はやや肥厚させ下端を曖昧に納めている。底部は 7が

やや傾向を異にしているが、平底で、外方に直線的に立ち上がる。これらの特徴から、後期

前葉の様相 (1)を示すものと考えられる。

9～14(第 9図)は、石鏃である。うち 4点は破損しているが、 6点ともに、長さは復元

すれば 3 clllを越える大型品で、形態的にバラエティに富んでいる。松木武彦氏は戦闘用石鏃

の基準として、 3 clllを越えるものを提唱している(2)が、ぃずれもこれに該当する。11～ 14

が 1次素↓離面を中央部に残し、縁辺を調整した粗雑なつくりであるのに対し、 9。 10は全面
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に細かな調整を行っている。

15は、サヌカイ ト製の石錐である。錐部を欠損している。

16は、磨石である。黒色片岩製のこの石器は、両端の丸い偏平な棒状を呈し、表裏面に研

磨された面を持っている。同様の石器は、同じ吉野川流域の生成町北原遺跡東地区土装 3、

西地区土壊11、 北原～大法寺遺跡 S K 1009、 前田遺跡 S B 1004で 出土している (3)。 研磨面

が凸面を呈しているので、磨石としたが、どのように使用されたものかはいずれの場合も不

切である。

17は砂岩の台石である。表裏面とも一部に弱い砥面をもつが、特に表面に筋状の敲打痕を

多数残す。

18は鉄製品である。鉄鏃の基部とも、刀子の基部との見方もできる。

土坑 (S K1003)(第 11図 )

第 1調査区の尾根頂部に近い平坦面で検出された楕円形の上坑である。上半は削平されて

いるものと考えられ、現存規模は長軸1,3m、 短軸0,75m、 深さ14clllである。断面形は浅い

皿状を呈する。弥生土器片59点と、炭化物を出上しているが、土器は細片であり、時期決定

は困難である。他の上壊墓と考えられる遺構とも平面形等で異なり、性格については不明で

ある。

|ヒ
事60.00m

0    50om

l.にぶい黄橙色10Y R6/4砂質土

2.明黄褐色10Y R7/6砂質土

第11図  S K1003実測図 1.にぶい黄橙色10Y R7/4粘性砂質土

第12図  S K1007実測図
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土坑 (S K1007)(第 12図 )

第 1調査区西側の斜面部、土墳墓(S T 1004)

に並んで検出された長方形の土坑である。規模

は長辺1,93m、 短辺1,32m、 深さ15cmを測る。

断面形はほぼ長方形であり、底面は谷に向かっ

てやや傾斜する。覆土は分層できず、 S T 1004

ほどには硬く締まっていない。

出土遺物は弥生土器の細片が 2点と炭化物少

量である。覆土の状況も隣接する土壊墓とは異

なっているが、規模・方向等は同じ傾向を示す

ことから、墓の可能性も考えておきたい。

土坑 (S K1008)(第 13図 )

第 1調査区西側斜面部で検出され

た、長方形の上坑である。規模は、

長軸1.5m、 短軸0,9m、 深さは中心

部で15clllである。断面形は不整な長

方形を基本とするが、底面は、平坦

ではなく、やや波打つ形状をしてい

る。性格等については不明である。

出土遺物 (第 14図 )

弥生土器片 2点、打製石庖丁片 2

点、炭化物少量が出上している。弥

生土器片は細片であり、時期決定は

困難である。打製石庖丁 (第 14図 19

。20)はいずれも破片で全体形状は

L_____■ m

l.にぶい黄橙色10Y R6/4砂質土

第13図  S K1008実測図

ハ
Ｈ
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ν

Ｒ

ＩＩ

Ｈ

Ｗ

I

0            5 cm

第14図  S K1008出土遺物実測図

不明である。19は端部に快りをつけ、刃部の調整もしっかりしている。20は快りがみられず、

刃部の調整も粗い。石材はいずれも石実質を多く含んだ結晶片岩である。

土壌墓 (S T 1001)(第 15図 )

第 1調査区の西側尾根頂部に近い地点で検出した長方形の土装墓である。上半部は削平さ

れ、底面に近い部分のみ検出された。規模は長辺は0,9m、 短辺0.58m、 現存の深さは 7 cm

＼
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である。北辺に白色円礫 (石英)、 西辺に

沿って打製石庖丁が出上しているが、これ

が副葬遺物の一部と考えられる。

出土遺物 (第 16図 )

前述した打製石庖丁 1点、白色円礫 1点

のほか弥生土器片20点が出土している。弥

生土器片はいずれも細片で、時期決定は困

難である。打製石庖丁は完存品ではあるが、

両端に快りもなく、成形しただけの粗雑な

つくりのものである。石材は結晶片岩であ

るが、絹雲母の多く含まれた部分を使用し

ている。

上墳墓 (S T1004)(第 17図 )

第 1調査区の西側斜面部で検出された土

o                  50cm

i明黄褐色10Y R6/6粘性砂質土

第15図  S T1001実測図

L〓 60.50m

壊墓である。試掘時の東西 トレンチで遺構の中央を一部掘り抜いたこと、斜面の堆積が不明

瞭であったので、土層観察用の畦で谷側のプランを確認したことから、図では推定線が多く

なっている。規模は長辺2.18m、 短辺1.55mの長方形のプランをもち、深さは東壁で23cmを

測る。土装中央部で、1.85m× o.68mの範囲にわたり、 3～ 4 cmの浅い落ち込みを検出した。

覆土は非常によく締まっており、炭化物と弥生土器片を含んでいる。他に、石鏃、スクレイ

パー、台石が出上しており、副葬遺物と考えられる。中央部の落ち込みは不明瞭であり上層

観察でも主体部の側板の立ち上がりは確認できなかったが、木棺直葬の可能性も考えられる。

時期は甕形土器の形状から弥生時代後期前葉と考えられる
(4)。

S T1001出土遺物実測図

―- 158 -―

凪

Ｈ

日

Ｖ

第16図



25

―0            5 cm

0            5 cm

27 0                            20om

第18図  S T1004出土遺物実測図

―- 159 -―

よ程轟俣三選営鳥V蹂拷験暮:悟静器縫良弄
°石器を含む)

4にぶい黄橙色10Y R6/4砂質土

第17図  S T1004実測図

出土遺物 (第 18図 )

弥生土器片26点、石鏃 1点、スクレ

イパー 1点、砂岩台石 1点、サヌカイ

ト片10点、結晶片岩 1点、炭化物が出

土している。

弥生土器は、ほとんどが細片である。

22は広口壷形土器である。やや開き気

味の頸部から、緩やかに屈曲して外反

する日縁部をもつ。端部の形態はやや

損傷を受けているが平坦に納めている

ものとみられる。23は甕形土器である。

「く」の字状に外反する口縁部を肥厚

させ、端部に 2条の擬凹線、体部内面

の上端までのヨコヘラケズリが特徴で

ある。24の底部は表面のま1離が激しく、

２６



0_50cm
l.にぶい黄橙色10Y R6/4砂質土

2.にぶい黄色2.5Y6/4粘 賀土(炭化物・土器含む)
3.灰黄色2.5Y6/2粘 質土(炭イし物・土器含む)

0           1m

l.明黄褐色10Y R6/6砂質土

::言憬&畢 昼♀

`Υ

智モ尤砂質土
4明黄褐色10Y R6/8砂質土

第19図  S T1005実測図         第20図  S K1001実測図

調整などの特徴を確認できないが、砂粒を極めて多く含む。

25の石鏃は、縁辺の調整が非常にあまく、粗雑なつくりのものであり、未製品との見方も

できる。26はサヌカイト製のスクレイパーである。一部を欠損しているが、下辺に軽い両面

調整の刃部を形成している。

27は砂岩の台石である。欠損しているが、稜線部を中心に粒状および筋状の敲打痕がみら

れる。

土境墓 (S T 1005)(第 19図 )

第 1調査区東側斜面部で検出した土墳墓である。斜面側半分を後世の削平によって失って

いる。規模は、長辺1,85m、 短辺は残存部分で0.86m、 深さ12cmを測り、長方形のプランを

有している。覆土は粘土質で、非常によく締まっている。中央部にS T 1004と 同じように、

3 cm程度の浅い落ち込みがみられ、長さ1.42m、 残存幅0,52mの規模を測るが、明瞭ではな

ヽヽ。

覆土中より、弥生土器片69点、サヌカイト片 1点を出土するが、土器はごく細片で、風化

も激しく、時期を決定することは困難である。しかし、規模、構造が似ていることから、 S

T1004と 同性格、ほぼ同時期の遺構であると考えられる。
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②近世

便槽 (S K1001)(第 20

図)

第 3調査区の試掘 トレ

ンチh2で、表土直下で

検出された。確認のため

トレンチを広げたとこ

ろ、炭化物 と焼上の詰

まった浅い土坑 (S K10

02)が検出され、民家別

棟につくられた便所と風

呂の焚き口であることが

半1明 した。 S K10011ま残

存部で1.3m× 1.4mの隅

丸方形状のプランを有す

る。断面形状は屈折した

三角形状を呈し、深さは

86clllを測る。陶器悟鉢、

(|

―Ⅷ
I

0          10cm

第21図  S K1001出土遺物実測図

便所廃棄の際の儀礼と考えられ、民俗例が知られ灯明皿、丸瓦の玉縁部分が出土している。

る (5)。

悟鉢の形状から時期は18世紀後半期が考えられ、聞き取り調査ともほぼ一致する。

出土遺物 (第21図 )

28は丸瓦の玉縁である。表面をハケメ調整、内面に布目を残す。黄橙色を呈し、煤の付着

がみられる。29は灯明皿である。京焼で、日縁部から内面に浅黄色の釉を施し、外面に煤の

付着がみられる。30は備前系の悟鉢である。体部内面に13～14条の櫛描条線を隙間なく施し、

底面は、放射状に 8～ 9条単位で施される。日縁端部は肥厚し、 2条の凹線を巡らせる。

③遺構に伴わない遺物 (第22・ 23図 )

31、 32は石鏃である。31は第 1調査区の表面採取であるが、風化の度合が他と較べて著し

く、基部の快りも深いことから、縄文時代のものである可能性が高い。32は第 3調査区で出
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上し、 S B 10011こ 関連

する時期のものではな

いかと考えられる。

33は結晶片岩製の打

製石斧であるが、基部

と体部が肩をもって区

別される、いわゆる有

肩石斧 I型の類 (6)で

あり、土掘り具として

使用されたものであろ

う。弥生時代の遺物包

含層か ら出土 してい

る。

34は磨石である。破

損品で、全体像は不明

であるが、楕円礫で

あったと推定できる。

ほぼ全面を磨面として

おり、一部にしか自然

面 とみ られる部分は

残っていない。自然面

の一部に粒状・筋状の

敲打痕がみられる。石

材は、肉眼観察では石

英班岩とみられる。

35は須恵器である。

第 1調査区南東部斜

面、F-7グ リッドか

ら出土した。器台の口

縁部とみられ、日縁端

部外面と、日縁直下に

櫛描波状文を施す。古

墳時代後期 (陶邑編年

灸  乏 多
囃
＼ ゝ 31
―嫁 ―鰯 望

-
0                5 cln

遺物包含層等出土遺物実測図 (1)
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芹
99(2/3)

T K209段階)と思われる。

36は瀬戸・美濃系の輪花皿である。削りだし

高台で、体部は内彎気味に立ち上がり、日縁部

を棒状工具によって押さえる。高台裾を除き、

浅黄色の釉を施す。

37は須恵質の播鉢である。内面の条線は 5条 第23図 遺物包含層等出土遺物実測図 ¢)
まで確認できる。

38は紡錘形の管状土錘である。39は銅銭、「寛永通費」。径24mmを測る。

(3)ま とめ

天神山遺跡は、調査対象地内の、耕地整理・採土等による旧地形の改変が激しく、尾根の

部分および東斜面のごく一部で弥生時代の遺構面が検出されたほかは、遺構面は残存してい

ない。尾根の部分では、頂部が削平されているものの、斜面部では土壊墓とみられる遺構 5

基、土坑 9基が検出された。土坑は、確定できないものの、土壊墓ないしはそれに近い性格

を持つものと思われ、土墳墓 (S T 1004)と同じ後期前葉を中心とする時期が考えられる。

この尾根上は墓域と考えられる。

集落の存在については、東斜面部で検出された S B 1001が所属年代もほぼ一致し、その一

部を構成していたと考えられる。しかし、一辺 3m強の小規模住居 1基のみであり、戦闘用

石鏃が多く出土していること、炉が浅く小さいこと、常時使用された住居と考えるよりは見

張り小屋的な存在であった可能性がある。この斜面部の弥生時代の遺構面は現在では住居跡

周辺を除いて失われているが、比較的深い庚申西谷川に面する斜面部に集落の中心があった

と考えるよりは、調査区外の尾根の南側周辺が、遺物散布地として知られており、この周辺

を集落の中心と推定しておきたい。

この地域は1963年の文化財基本調査で天神山古墳群とされる地域の一部に含まれている。

同古墳群については、その後調査もなく、実態はまったく不明であるが、須恵器器台の出土

ガ
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は、削平された尾根頂部にかつて古墳が存在 した可能性を示唆するものと考え られる。

注

(1)吉野川下流域での上器編年で後期の開始については、確立 しているとは言えないが、諸特徴は、

中期末から後期前葉の微妙な時期の様相を示しているものと考えられる。なお、吉備・讃岐地方、

あるいは県内で後期初頭に位置づけられる生成町北原遺跡の広口壷は口縁端面が内傾するのに対

し、本遺跡例は端面が直立することに特色が見いだせる。

鬱)松木武彦「弥生時代の石製武器の発達の地域性―特に打製石鏃について一」『考古学研究』35

-4 1989

松木氏は、佐原 真氏の1964年の論 (「石製武器の発達」『紫雲出』詫間町文化財保護委員会)

を踏襲 しながら発展させ、狩猟用石鏃と戦闘用石鏃の区分の境界値として、全長30mlllも しくは重

量 2gを目安として設定し、これ以上の値を示すものを戦闘用石鏃と捉えている。

俗)谷 匡人・林慎二『土成町北原遺跡―内陸工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』

徳島県教育委員会1988

久保脇美朗「北原～大法寺遺跡」高岡裕「前田遺跡」『徳島県埋蔵文化財センタニ年報VOl,

2』   1991

は)口縁端部の凹線も退化しており、甕形土器の内面ヘラケズリが下半部から、上半部までおよぶ

段階を、後期の始まりのメルクマールとする考え方に従い、後期前葉のものと考える。

脩)便所廃棄の際、便槽に農具などを入れる例がある。燈明皿や橋鉢といった生活用具を廃棄時に

投入するのも、同様の例と考えられる。

16)神村 透「石製耕作具」『弥生文化の研究 5 道具と技術 I』 雄山閣 1985
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B 青谷遺跡

(1)基本層序

本遺跡の基本的な層序は第24図に示した通りである。各調査区とも、耕地整理等の削平・

盛土を行っているところが多くみられる。また、遺跡の範囲が広いことから、各調査区ごと

で異なるが、比較的単純な堆積状況をしめしている。したがって、柱状図で提示している。

柱状図の位置については、第25～27図にその地点を番号で記入している。

遺跡の西端を庚申西谷川、中央に青谷、東端に前坂日谷川が南流するが、いずれも小河川

で、遺跡周辺では開析作用は進んでいない。前坂口谷川で小扇状地状をなす他は、山麓緩斜

面である。土質は、扇状地の多い阿讃山麓には珍しく、泥岩風化上が主体をなしており、砂

岩はあまり含まれていない。第 1調査区から200mほ ど庚申西谷川をさかのぼった地点で、中

央構造線断層系の破砕帯が観察できる。

第 1調査区は、泥岩小礫を多く含んだ堆積層を地山とし、その上に黄褐色ないしは、にぶ

い黄橙色の泥岩風化上の 5。 6・ 8層が遺物包含層として被る。遺物の所属年代は旧石器か

ら近世の間と幅広いが、密度は薄い。その上層については、段々畑に耕地整理された際の盛

土等が堆積している。

地山下層の暗褐色砂礫層中からも、第 1調査区D地区で削平された部分から縄文時代早期

に特徴的とされる形態の石鏃が出土し、炭化物が付近に散った状態が観察されたので、精査

を進めたが、遺構は検出されなかった。早期の包含層ないしは遺構面の可能性は残るが、こ

の砂礫層を分層することはほとんど不可能であったので、断念した。

第 2調査区は、本遺跡では最も明確な遺物包含層が存在する。段々畑に耕地整理され、果

樹園となっていたが、果樹を植える掘り方も、遺物包含層にはほとんど影響を与えていない。

基本の堆積は表上、盛上、遺物包含層、地山である。出土遺物は弥生時代に限られる。

地山は第 1調査区と基本的に同じで泥岩小礫を多く含んだ堆積層である。

第 6調査区は、表上下は遺物包含層にあたる層が堆積するが、遺物の密度は極めて薄い。

遺構面は他の調査区と同じである。

第 7・ 8調査区も基本的には同じであるが、⑥地点は耕作上下が遺構面と捉えられ、⑦ 。

③地点では16層が遺物包含層、15層 は古い時期に耕地整理した際の盛土と考えられる。第 8

調査区はさらに水田化したために、北側を削り、南側の旧耕作土上に盛上が行なわれいる。

16層 は、縄文時代以降の遺物が包含されているが、その密度は薄い。
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L=59.50m― ⑥円

L=61.00m_

一 L圭 60.00m

L=59,00m― ―

第 6調査区

第 7・ 8調査区

o              2m

L=58.00m

L=57.00m_

②

第 2調査区

④国

L=54.00m

L=53.00m  ｀
lξ幾骨子こ学羅鐸遭とデ

::§§言言言;孝啓:綾官ζ皆)
1与ξξこ§零三甘学専尊と堪ヨ事尋言ヨi)
14.灰黄褐色10Y R6/2粘土(地山)

【にぶよ雲詔 l¥晨癬屈惑蝕塙
II:霜誕鳥ザ齢総齢輩語謙ち

L=52.00m_

第24図 青谷遺跡 基本土層実測図

第 1調査区
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第26図 青谷遺跡 遺構配置図 12)
なお、⑥地点の14層 は、第 2調査区の遺物包含層と同じような堆積状況にある。チャート黒U

片、上面からチャート製石鏃が出土しているが、この層が削平により露出している第 7調査

区B地区の北東部では、それ以外の遺物の出土はなかった。第 2遺物包合層の可能性があっ

たが、遺物の包含密度はかなり薄いと考えて、露出地点だけの精査で終了した。

12)遺構と遺物

第 1調査区 (第25図 )は、畑地一筆ごとにA～D地区の副記号を付けているが、各調査区

とも北端は削平され、遺構面が残っていない。特にD地区は東南側の一部に遺構面が残存す

るだけである。遺構面の残存部分では、弥生時代の可能性のあるものから、中近世にいたる

遺構が検出されている。土坑19基、ピット82基、溝 1条、流路 1条であるが、このうちピッ

トは、 1間 × 1間の建物跡になるもの 1軒、および、概列状に並ぶ箇所が 3ヵ 所あるが、い

ずれも所属時期等は不明である。

第 2調査区 (第26図)は、弥生時代の遺構が、土坑 9基、ビット4基、溝 4条、不明遺構

2基検出されている。溝はS X 1005を囲むように、弧状に巡りその外側に土坑・ ピットが検

出されている。

第 6調査区 (第26図 )は、ピット2基が検出されているのみで、所属時期も不明である。

第 7調査区 (第27図 )は、耕地整理で棚田になっているが、上段の水田をA地区、中段の

水田を分割調査にともなって、東半をB地区、西半をC地区とし、下段をD地区とする。調

査地はBoC地区の北辺で削平を受けているが、ほぼ遺構面は残存する。土坑14基、ピット2

9基、溝 2条、不明遺構 1基が検出されているが、弥生時代のものを中心に、縄文時代の可能

性のあるものから、中近世のものまでが混在しているとみられる。このうち、 S D 1002・ S

D1003の 2条の溝はA地区とB地区で検出されているが、本来は同一の遺構が削平によって

分離したもので、途中にある弥生時代とみられるS K1021の存在から、かなり新しい時期の

①

S K103釉 §濡
穫°

第 2調査区

―

―里m
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第 7調査区

SK,o22
S K 1020

S Kl餌9   苅
S K1021

S8023     B
・
殊 D1002s刑四 S X 1009

く至)     D

ν
S Klo40

S K1028     。
①

t.yS K1039

第27図 青谷遺跡 遺構配置図
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ものと考えられる。また、D地区東

端で、 1間 × 1間の建物跡が検出さ

れたが、所属年代は不明である。

第 8調査区 (第27図)は、北半が

完全に削平され、遺構面の残りは南

半に限られるが、遺構は検出されな

かった。

①縄文時代

0     1m

―l.にしよくい黄掘色10Y R74
粘性砂質土
2.明黄褐色10Y R7/6粘性
砂質土

第28図

S K1027実測図

⇔
0                            5 cm

第29図

S K1027出土遺物実測図

土坑 (S K1027)(第 28図 )

第 7調査区B地区で検出された土坑である。不整方

形であり、長軸2.lm、 短軸1.8m、 最深部で24cmを測

るが、北東辺中央部に、地山の稜が残り、 2つの土坑

の切り合ったものとも考えられる。混入の可能性も考

えられる石鏃が 1点出土しているだけで、性格等は不

明である。

出土遺物 (第29図 )

1は凹基無茎の石鏃である。サヌカイト製で、形状

から、縄文時代のものと考えられる。

②弥生時代

土坑 (S K1029)(第 30図 )

第 2調査区の北端で検出された土坑である。土坑の

南端を試掘により欠失し、北端は調査区外に延びてい

る。規模は長軸の検出部分で0.4m、 短軸は0,3m、 深

さは25cmを測る。覆土は 2層に分層できるが、いずれ

も締まりがある。弥生土器以外には出土遺物もなく、

性格も不明である。

h揺
齢薔⊆
コOY Rγ4

2.に しヽミい褐色10Y R5/3粘
性砂賀土

第30図  S K1029実測図
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第31図  S K1029出土遺物実測図



―

0          1m
1

懸建構彰罐:露挙畜ヒ始o
5。 にしドい黄笹色10Y R7/4粘性砂質土
6.明黄褐色10Y R76粕性砂質土

第32図  S K1038実測図

出土遺物 (第31図 )

弥生土器片が 2点出土している。いずれも壺

形土器の底部とみられる。 2は内面のユビオサ

エ、ユビナデが日立つ。 3は、底部輪台技法を

用い、体部外面はタテハケとナデ、内面はユビ

オサエが顕著である。他の包含層等の出土土器

にも共通するが、全体のプロポーションや口縁

L=61.40m 
部形態の判然とするものはほとんどなく、時期

の決定には良好な資料とはいえない。

土坑 (S K1038)(第 32図 )

第 7調査区C地区で検出された土坑である。

不整楕円の形状を呈し、長軸1.4m、 短軸 1.25

mを測る。断面形はU字状を示し、最深部で、

54cmを測る。覆土は 6層に分層でき、 1層には

炭化物粒、 2層には焼土塊、 3層 はその両者を

含む。土坑壁は直接熱を受けた痕跡はない。遺

物は、弥生土器片が、13点出

上しているが、いずれも細片

で、図化できるような個体は

ない。

土境墓(S K1020)(第 33図 )

第 7調査区B地区で検出さ

れた。長辺1.26m、 短辺0.5

mの長方形を呈する。断面形

は逆台形を呈し、深さは16cm

／

・
|  _

0          1m

l.明黄褐色
10Y R7/6粘性砂質土

第33図

S K1020実測図

1.明黄禍色10Y R7/6粘性砂質土
2.にぶい黄笹色10Y R7/3粘質土
3.にぶい黄橙色10Y RC/4粘性砂質土
4.にぶい黄橙色10Y R6/4粘質土

第34図  S K1040実測図

0

第35図

S K1040出土遺物実測図
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を測る。出土遺物は、サヌカイト片 1点のみであるが、規模・形状から土墳墓である可能性

が強いと考えられる。

土装墓 (S K1040)(第 34図 )

第 7調査区D地区で検出された。長辺1.74m、 短辺0.62mの長方形を呈する。深さは30cm

を測り、断面形は角の丸い逆台形を呈する。弥生土器片が壁際に集中し、一方では握り傘大

の砂岩礫が 3点検出された。規模・形状からS K 1020と 同様、土墳墓である可能性が強いと

考えられる。                             S(

出土遺物 (第35図 )

弥生土器片が17点出上している。その中で、甕の底部と

思われる個体を図化した。底部端をやや外方に拡張し、体

部は内彎気味にたちあがる。

溝 (S D1004)(第 36図 )

第 2調査区、北端で検出された弧状に回る溝である。溝

の断面はV字状を呈し、検出部分の東端で急に浅くなり、

断面形u字状となる。規模は、検出部分の長さ3.3m、 幅

は0,9m～ 0.3m、 深さは最深部で50cm、 浅い部分で13clll程

度である。覆土は非常によく締まり、炭化物と、弥生土器

片を出土する。全体像が不明であるが、 S X 1005付近を巡

る形状をしていること、覆上の状況が他の溝とは異なるこ

となどから、区画を目的とするものと考えられる。

溝 (S D1006)(第 37図 )

第 2調査区、不明遣構 (S X 1004)よ り東に続く溝であ

る。溝の断面は逆台形状を呈している部分が多い。検出部

分で、総延長4.7m、幅は40～ 60cm、深さは18～ 27clllである。

S D 1007と 切りあっており、本遺構埋没後にS D 1007が再

掘削されたものと考えられる。 S X 1004と の切り合い関係  第37図  S D1006実測図

は確認できなかった。炭化物粒が出上しているのみで、他に遺物は出土していないが、直上の

遺物包含層の状況から、弥生時代のものと考えられる。

アプ
1.に .iくい責橙色10Y R〃 4粘性砂質土
2.にぶい黄橙色10Y R6/3粘性砂質土
3.灰黄掲色10Y R6/2粘性砂質土

第36図  S D1004実測図
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絋饉劾
謀

3 cm 
③古代・中世

第39図  S X1004出土遺物実測図   土坑 (S K1002)(第 40図 )

第 1調査区C地区で検出された不整円形の上坑である。長軸2.Om、 短軸1.6m、 中央の最

深部で25clllを測る。断面形は中央のくばんだ逆台形に近い形状をしており、杯蓋と思われる

須恵器の細片が 1点だけ出上した。しかし、性格等は不明である。

土坑 (S K1001)(第 41図 )

第 1調査区C地区で検出された隅丸方形状の土坑である。規模は、長軸1.02m、 短軸0.65

m、 深さは30cmを測る。断面形は、逆台形状を呈し、上面はやや盛り上がる。赤褐色の焼土

不明遺構 (S X1004)(第 38図 )

第 2調査区、中央部で検出され

た不整方形状の遺構である。長軸

5.8m、 短軸3,17m、 中央部で長

軸2.3m、 短軸1.6mの不整形に一

段低くなる。深さは最深部で36cm、

周辺部で12～ 3 cmを測る。弥生土

器片等を出土している。

出土遺物 (第39図 )

出上したのは、弥生土器片20点、

磨製石斧状石製品 1点、チャート

小礫 1点、とわずかである。弥生

土器片には図化に耐えられるもの

はなく、時期決定は難しい。

5は、磨製石斧状石製品である。

蛇紋岩製で、長さ1.5 clll、 幅0.85

clll、 厚さ 3 clllと 非常に小さいもの

1耳

1にぶい黄橙色10Y R7/4粘 性
砂質土
2明黄格色10V R7/6粘性砂質土

~
3にぶい女笹色10Y R6/3猫性

4留票よ贅控色 10Y R7/3猫 桂
砂質と
5に ,ヽい黄後色10Y R6/4粘性
砂質■
6にぶい女橙色10Y R7/4粘桂
砂質土
7にぶい☆橙色10Y R,/4粘性
砂質土
8に Stい資登色10V R6/3粘性
砂質上

第38図  S X1004実測図

である。両面 。側辺ともに、一部には自然面・景↓離面を残す

ものの、丁寧に研磨されている。しかし、この大きさのもの

を最初から意図したとは考えにくく、磨製石斧の破損した景↓

片を研磨・成形したものではないかと考えられる。
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と、炭化物がつまり、他には青磁と陶器の細片が各

1点みられただけである。試掘で一部が確認された

当初は、炭窯を予想したが、規模が小さく、炭生産

の遺構とは考えにくい。同様の出土状態を示す遺構

はS K 1014、 S K 1024、 S K 1026、 S K 1041がある

が、円形のもの、隅丸方形状のものがみられる。用

途は不明である。

④遺構に伴わない遺物 (第42～44図 )

6はナイフ形石器である。サヌカイ トの縦長景↓片

を利用し、断面は台形に近い四辺形を呈す。基部お

よび左側縁に細かな調整を施す。国府型ナイフの分

布圏の中で異質なものと捉えることができるが、彫

器である可能性も残している。第 1調査区の遺物包

含層から出上している。

7・ 8は横長剰片である。 7の石材はサヌカイ ト

で、風化が激しい。打面を形成し、連続的に景1離さ

れたものの一つであると考えられる。主要景J離面側

には打瘤が観察できる。その後の加工 。調整は行な   第41図  S K1001実測図

われていない。 8の石材はチャートで、特に顕著な加工・調整が行なわれいるわけではない

が、第 7調査区の遺構面の下40cmの灰黄褐色粘土層から出土したのでとりあげた。

9～ 19は石鏃である。 9は、正三角形で袂りの深い、とヽわゆる鍬形鏃である。第 1調査区

D地区の削平された部分の、暗褐色砂礫土中から出上した。鍬形鏃は、早期 。押型文の時期

に特徴的なものとされており、近辺で該期の生活跡が発見される可能性を残している。

10と 11はチャート製の石鏃である。10は、白色のチャートを使用し、無茎凹基で基本形は

五角形を呈する。第 7調査区の灰黄褐色粘土層の直上で出上した。出土層位から、縄文時代

でも古い時期に属するものと考えられる。11は、黒色のチャートが使用されているが、先端

部および、脚端部を欠損しており、全体像は不明である。

12～ 18はいずれも遺物包含層から出上したもので、すべて石材はサヌカイ トである。12・

13・ 16・ 18は深いU字状の快りをもつ凹基無茎鏃、19は浅い弧状の快りを持つ凹基無茎鏃で、

これは両側縁にも快りを持つ特異な形状を示している。また、14・ 15・ 17は平基無茎鏃であ

る。形状などから13・ 14。 18が縄文時代のもの、残りは弥生時代のものと考えられる。

ま下五看耳m
―

l.明黄褐色 10Y R6/6粘質土

第40図  S K1002実測図

==52.30m

0          1m

1.黄褐色10Y R5/6砂質土炭化物・
焼土を多量に含む

―- 174 -―



蝕
暉
∨

６

∧
　
Ａ

　
△
一
ｎ
〕

臆

Ⅶ

Ⅷ

ら
飲

一

ハ
旧
＝
Ｗ
Ｖ
ν
　
７

４

８

〆Δ 鬱〒鰯
10        ⌒

―

ヤ         ◆

◆       ⇔

◇      廻
0                5 cm

第42図 遺物包含層等出土遺物実測図 (1)

―- 175 -―



―簸 ―想@
1     21

1            22

吟      ⌒

|

0                                        10cm

２３
0                            5 cm

Ａ
出
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
日
ｒ
Ｖ
２４

0                            10cm

第43図 遺物包含層等出土遺物実測図 12)
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第44図 遺物包含層等出土遺物実測図 (31
20は、景J片であるが、下辺と左辺に丁寧な、調整が施されている。石鏃の未製品かと考え

られる。

21は、楔形石器である。下辺を除き裁断面で、下辺は両極打法による。

22・ 23はスクレイパーである。22は主として片面調整、23は両面調整による刃部形成がな

されている。

24は石庖丁である。緑色片岩の偏平な自然石を利用している。両端部にわずかではあるが

快りを施す。

25は石錘である。偏平な円礫の両端を打ち欠いている。

26・ 27は叩石として捉えた。26が石英、27が黒色のチャートであり、敲打痕は判然としな

い。両者とも遺構面上で並んだ状態で検出された。吉野川北岸地域で弥生時代の墓に伴う白

色ないしは黒色の円礫ではないかとも考えられたが、それにあたる土坑も検出されず、敲打

痕らしき部分をとどめることから、叩石とした。

28は、縄文土器の浅鉢である。小片から径を起こしたので、やや不安な部分がある。外面

に 1条の沈線、内面には断面三角形の貼付突帯を巡らし、両者でくびれのような形状をなす。

内外面ともに無節Lの縄文を施す。

29～34は弥生土器である。29～32は甕の底部と考えられる。いずれも、底面は薄く、底部

端を外方に拡張させている。33は脚台部である。接地面が大きく、中実の脚柱部をもつ。わ

ずかに残る受部の傾きから台付鉢とみられる。以上はいずれも第 2調査区の遺物包含層から

出土した。これらは弥生時代中期の様相を示すものと考えられる。

34は鉢の底部と考えられる。丸底に近いもので、時代は下るものではないかと考えられる。
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35・ 36は須恵器である。35は杯の底部、断面方形の貼付高台をもつ。高台の形状から陶邑

編年TK7段階が考えられる。36は脚台部である。端部を下方に拡張し、外彎気味に内傾す

る。上限は陶邑編年 T K217段階まで上る可能性がある。

37は瓦質土器の杯である。横方向のヘラミガ手が目立ち、日縁端部は尖り気味に仕上げて

いる。16～17世紀に位置づけられるのではないかと考えられる。

(3)ま とめ

青谷遺跡は、耕地整理・採上等による原地形の改変などにより、調査区が点在するような

形となった。検出された遣構は、集落的様相を示すものはなく、第 2調査区でやや密度が高

いが、全体には散在的で、遺構の性格の判然とするものはほとんどなく、特に住居に関する

遺構がない。

遺物の面からみると、旧石器時代のナイフ形石器・横長景!片、縄文土器・石鏃、弥生土器、

須恵器、土師質土器、陶磁器類など少量ではあるが、多種にわたり出上している。

このなかで、チャート製の石鏃は、包含層出上であるが、石器石材利用の点からも着目さ

れてよい遺物のひとつであろう。チャートを産する三波川帯・秩父帯である県南地方では、

廿枝遺跡、古屋岩陰遺跡はチャートを主体とするが、石材としてはサヌカイトも優勢で、時

代が下るほどにその傾向が強いと言われている
(1)。
吉野川流域地方では、小形のFll片石器

の素材はほとんどがサヌカイトであるが、チャート製の剰片石器は、赤坂遺跡 (■ )の石核、

桜ノ岡遺跡 (Ⅲ )の細石刃、金蔵～上井遺跡の旧石器群、前田遺跡の有舌尖頭器、柿谷遺跡

のナイフ形石器など、近年その例は増加している
(2)。 それらの諸例は旧石器ないしは縄文

時代の古い時期にあたるものと考えられており、本遺跡例も同様のものと考えられる。県南

地域との交流を考える上でも貴重な資料の一つといえよう。

注

(1)久保脇美朗氏のご教示による。また、高島芳弘氏のご教示によると、県南・那賀川中流域の相

生町鮎川で486点の石器を採集しているが、そのうち400点がサヌカイト製、84点がチャート製で

あるという。時期は採集土器から縄文時代後期が考えられている。

12)久保脇美朗「金蔵～上井遺跡」高岡裕 他「桜ノ岡遺跡 (Ⅲ )」 『徳島県埋蔵文化財センター

年報V01。 1』 199o

松永住美 他「赤坂遺跡 (■ )」 高岡裕「前田遺跡」池渕茂 他「試掘調査」『徳島県埋蔵文

化財センター年報VOl,2』 1991
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第 1表 天神山遺跡遺構一覧表

遺構名 検出地点 規模 (cm) 平面形 出土遺物 時期 特徴 備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S B 1001 3区 B(N-13) (305) 28-10 隅丸方形 弥生土器
石鏃 サヌカイト岩
台石

磨石

炭化物

弥生

後期前夢

7,  8,

9, 10

S K 1001 3区 B (N 隅丸方形 陶器 近世 便槽 20, 21

S K 1002 3区 B(M-11) 120 隅丸方形 炭化物 焼土 近世 風呂の焚き口

S K 1003 1区 A(G-3) 楕円形 弥生土器

炭化物

弥生 上面削平

S K 1004 1区 A(H-3) 不整方形 炭化物 不明 上面削平

S K 1005 1区 A(H-4) 不整形 炭化物 不明 上面削平

S K 1006 1区 A(G-4) 長方形 炭化物 不明 上面削平

S K 1007 1区 A(G-3) 193 長方形 器土

物

生

化

弥

炭
弥生

S K 1008 1区 A(F-3) 長方形 弥生土器 炭化物
打製石庖丁

弥生

S K 1009 1区 A E-3) 楕円形 炭化物 不明

S K 1012 区 B L-5) 8 楕円形 不明

S K 1013 区 B 」-5) 不整方形 不明

S T 1001 1区A(H-3) 長方形 弥生土器

打製石庖丁

白色円礫

弥生 15, 16

S T 1002 1区 A(H-4) 長方形 炭化物 弥生土器 弥生
S T 1003 1区 A (I・ H-3) 長方形 炭化物 弥生

S T 1004 1区 A(G・ H-3) 外
内
知
内

外

内

長方形 弥生土器

サヌカイト
スクレイパー 石錫

台石 炭化物

生

期

弥

後

17, 18

S T 1005 1区 B(I-6) 外185

内142
外(87)

内(52)

外(12)

内 (3)

長方形 弥生土器

炭化物

弥生 半分削平

( )は残存長

第 2表 天神山遺跡 S B1001出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

1 弥生土器

広口壷

覆土 口径162 直立する頸部からゆるやかに外反

する口縁部をもつ。

日縁端部は上下に拡張 し、端面に

2条の弱い擬凹線を施す。

口縁部内外面ともヨコナデ。

頸部内面はヨヨナデ。

頸部外面はタテハケのちヨコナデ。

2カ 所外傾接合痕が観察できる。

lm罰 砂粒

多含

石英

チャート

(内 )浅
黄橙

(外)橙

弥生土器

壺 (?)

覆土 底径84 底面は平底を呈し、体部は直線解

に外方にたちあがる。

体部外面 タテヘラミガキのちナデ。
医面および内面はナデ。

2～ 4 mtr

砂粒合

結晶片岩

石英

黒
　
　
浅

内

色

外

橙

く

褐

く

黄

3 弥生上器

壼 (?)

覆土 底径46 底面は平底を呈し、体部は内彎隻

味に大きく外方にたちあがる。

内外面ともナデ。 ８

含

　

岩

”
粒

英

片

１

砂

石

晶

結

橙

赤

内

外

色

く

ぐ

褐
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番号 器種 層位 法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

4 弥生土器

霊

覆土 陰径38 底面は平底を呈す、体部はわずカ

に内彎気味に大きく外方にたちあ

がる。

外面は剣離のため不明。

内面はナデ。

1～ 2 mm

砂粒含

石英 結
晶片岩

(内 )

褐色

(外 )

黄

橙

5 弥生土器

甕

覆土 口径218 内彎する体部か ら「 く」の字状に

屈曲 して、外反する口縁部をもつ。

口縁端部はわずかに肥厚させ,平

坦におきめる。

日縁部内外面はヨコナデ。

体部は素1離のため内外面 ともに不明。

1～ 2 mEI

砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )暗
灰黄色

(外 )黄
橙

弥生土器

甕

覆土 口径106 体部から「くJの字状に屈曲して、

外反する口縁部。

端部は肥厚させるとともにわずカ

に上方に拡張し、端面は平坦に来

さめる。

剣離が激 しいが内外面ともヨコナデ。 1～ 2mコ

砂粒含

石英

(内外)

黄橙

弥生土器

甕

覆土 底径66 底面はほぼ平底を呈する。 体部外面はヘラミガキ、外面はヨコ

ナデ。底面はユビナデ。内面はナデ。

1～ 311m

砂粒含

石英

(内 )

ぶい橙

(外 )

黄橙

1こ

浅

底面に黒斑あり

8 弥生土器

壷 (?)

覆土 底径58 底面は平底を呈す。体部は直線ド

に大きく外方にたちあがる。

内外面ともナデ。 l lm以下

の微砂粒

含

チャー ト

(内 )浅
黄橙

(外 )に

ぶい橙

番号 器種 層位 長さ

(cm)

幅
(cll)

厚さ

(cm)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

9 石鏃 覆土 完存 サヌカイト 凸基無茎鏃

石鏃 東西ベル

ト

(21) (12) (03) (06) 基部欠損 サヌカイト 表面中央に擦痕あり

石鏃 覆土 (20) (20) (04) (24) 先端部 サヌカイト

石鏃 床面 (53) 先端欠損 サヌカイト 凸基有茎鏃

石鏃 壁面 46 完存 サヌカイト 平基有茎鉄

石鏃 覆土 (29) 14 (21) 先端部欠損 サヌカイト 凸基無茎鏃

石錐 覆土 (27) 15 (1 錐部欠損 サヌカイト 錐部厚 0 2ca

磨石 (?) 覆土 32 完存 黒色片岩 表裏両面に磨面および擦痕あり

17 台石 床面 11 2 17250 完存 砂岩 表面の上半部に弱い砥面,筋状の敲打痕多数のこす。

裏面の一部に弱い砥面。

番号 器種 地点

層位

法量・形態の特徴。技法。その他備考

鉄鏃 覆土 残存長34動 幅1 4ca 厚き05ω   刀子基部との見方 もできる。

第 3表 天神山遺跡 S K1008出 土遺物観察表

第 4表 天神山遺跡  S T 1001出 土遺物観察表

( )は残存長

( )は残存長

番号 器種 層位 長さ

(cm)

幅
(clll)

厚さ

(cll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴 。備考

石庖丁 覆土 (41) (52) (05) (157) 半分欠損 紅簾石片岩 端部扶りあり。

石庖丁 覆土 (44) (38) (07) (153) 石英片岩 端部快 りな し。

番号 器種 層位 長さ
(ca)

幅
(cll)

厚さ
(clll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴 。備考

石厄丁 覆土 87  9 完存 雲母片岩 両端快りな し
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第 5表 天神山遺跡 S T1004出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

弥生土器

広口主

覆土 口径180 やや開き気味の頸部からゆるやカ

に屈曲して外反する

日縁部をもつ

口縁端部は平坦におさめる

口縁部内外面にヨヨナデ

頸部外面はタテハケのちヨコナデ。

内面はタテ方向ナデ。

2 mm大砂

粒含

結晶片岩

(内 )

灰黄色

(外 )

赤褐色

暗

明

弥生土器

養

覆土 口径169 体部から「く」の字状に屈曲する。

日縁部はわずかに上下に拡張し研

面には2条の擬凹線を施す。

口径部内外面はヨヨナデ。

体部内面はヨコヘラケズリが観察で

きる。

211m以下

砂粒多量

含

結晶片岩

絹雲母

(内 )に
ぶい黄橙

(外 )に
ぶい黄

弥生土器

宝

覆土 底径86 底面は平底を呈す、体部は直線郎

に外方にたちあがる。

体部外面底面はナデ。

内面一部ユ ビオサエ痕をのこす。

2～ 3ココ

以下砂粒

極多含

石英

チャート

橙 黒班あり

番号 器種 層位 長さ

(clll)

幅
(clll)

厚さ

(clll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

石鏃 覆土 51 完存 サヌカイ ト 未製品 (?)平 基無茎鏃

スクレイ
パー

覆土 (55) 6 (276) 一部欠損 サヌカイト 下辺に軽い両面調整による刃部形成

台石 覆土 (153) (156) (104) (1,950) 欠損 砂岩 角を中心に敲打痕,一部に筋状の敲打痕も観察でき
る。

( )は残存長

第 6表 天神山遺跡 S K1001出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量・形態の特徴・技法 。その他備考

丸瓦

玉縁

覆土 2～ 3m口砂粒含 (泥岩・石英)(内)黒褐色 (外 )黄橙。丸瓦の玉縁で布目痕残存、外面ハケ調整が行われている。内、外面とも左
半部分にすすの付着あり。

番号 器種 地点

層位

法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

施釉陶器

皿

覆土 口径106

底径38
器高23

口縁端部から内面に施釉

内面には飲入がみられる

わずかに上げ底を呈し体部口縁笥

は内彎して大きく外方にたちあカ

る。

ロクロナデ

内面ハリササエ痕が lヶ所確認でき

る。

ほとんど

砂粒含ま

ず

(釉 )

浅黄色

(釉以外

淡黄色

京焼系 (?)

燈明皿

外面煤付着

陶器

福鉢

覆土 回径318

底径 17

器高 104

底面はわずかに上り底を呈す

体部はやや内彎気味にたちあがり

口縁部は外方に大きく拡張する。

日縁部に2条凹線がめぐらされて

いる

体部内面は13～ 14条単位の櫛描条

線が全体的に施され内底面は8～ 9

条単位で放射状に施される。

外面は強いヨコナデで成形されてい

る。

1～ 2 mm

の石英粒

内外

暗赤褐色

明石焼 (?)
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第 7表 天神山遺跡 包含層等出土遺物観察表
番号 器種 点

位
地
層

長さ

(clll)

幅
(clll)

厚さ
(ca)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

石鏃 1区表採 (16) (091) 先端欠損 サヌカイ ト 凹基無茎鏃

石鏃 3区 B (09) 14 (02) (025) 先端欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

打製石斧 1区 A 13 83 80 完存 紅簾石片岩

磨石 1区 B (67) (78) (26) (152) 欠損品 石英班岩 ほぼ全面磨面

上面と左側面に擦痕が見受けられる

一部に自然面をのこす

( )は残存長

番号 器種 地点

層位

法量 (clll) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

須恵器

器台

1区 外反する口縁部端部は上下にやキ

拡張 し上端面は凹面に仕上げ下岬

面は平坦に仕上げる。

日縁部外端面および頸部外面にに

櫛描波状文を施す。

内・外面ロクロナデ。 密

砂粒なし

灰 白

施釉陶器
輪花皿

3区 口径74
底径44
脚台部径36
器高 18

体部内面に 1条の浅い沈線がみと

められる

底部・低い高台付き。

体部は内彎してたちあがりゆるや

かに外反する口縁部をもつ。日線

部は波状をなす。

高台裾をのぞき施釉されている。

日縁部は棒状工具によるおさえによ

る。

内外面 ともに基本的にロクロナデ。

高台は削 り出しか (?)

l IIm弱

微砂粒

釉厚 03剛

(釉 )

色

(地 )

色

浅妥

淡妄

瀬戸焼 (?)

器
鉢
陶
橋

3区 B 底径140 底辺から体部はわずかに内彎気明

に外方にたちあがる。内面の櫛描

条線は5条まで確認できる。

外面ナデ・ユビオサエ

内面ヨコナデ

若干 5m
砂粒含

石英粒

(内 )

灰色

(外 )

灰色

暗編

明塙

備前焼 (?)

番号 器種 地点

層位

法量・形態の特徴 。技法 。その他

土錘 3区 B 長さ 4 ca 最大径 12孔径04重 さ643 1～ 2 EE大の砂岩粒 片岩粒多く含む。浅黄橙色

銅銭 3区 B 径2 4cI「寛永通宝」
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第 8表 青谷遺跡遺構一覧表

遺構名 検出地点 規模 (cm) 平面形 出土遺物 時期 特徴・備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S K 1001 区 C (I・ J-14) 102 隅丸方形 青磁 陶器 中近世 炭。焼土たまり

S K 1002 区 C(K-17) 200 不整円形 須恵器 古代(?)

S K 1003 区 C(K-17) /1ヽ半1形 不 明

S K 1004 1区 C(H-6) 103 隅丸方形 炭化物 中近世
r,、

S K 1005 1区 A(M-15) 方形 不 明

S K 1006 1区 B(K-12) 隅丸方形 縄文 (?)土器
サヌカイト

縄文(?)

SK 007 区 A M-12) 方形 不 明

SK 008 区 B K-11) 隅丸方形 不 明

SK 区 B 」-10) /1ヽ半」形 不 明

SK 区 B J-9) 不整形 不 明

SK 区 B J-9) 楕円形 不 明

SK 区 B J-8) 円形 不 明

SK 区 A M-16) (108) 不整方形 不明

S K 1014 1区 D(G-13) 不整方形 炭化物・焼土 中近世 炭・焼土たまり

SK 1区 D(F-12) 不整方形 不明

SK 1区 D(F ll,12) 方形 不 明

SK 1区 D(G-11) 6 楕円形 縄文土器 縄文(?)

SK 1区 D(F-10) 方形 不明

SK 7区 A(AO-43) 不整形 不明

SK 020 7区 B(AN-44) 方形 サヌカイ ト片 弥生

SK 7区 B(AM43-44) /1ヽ半」テ杉 弥生(?)

SK 7区 B(AM-44) /1ヽ半」テレ 不明

SK 023 7区 A(AO-42) 隅丸方形 不 明

SK 7区 A(AN-41) 不整形 炭化物 不 明 炭。焼土たまり

SK 7区 B(AM-42) 不整形 不明

S K 1026 7区 B(AL-40) 円形 弥生土器・炭化物 中近世
(?)

炭・焼土たまり

S K 1027 7区 B(AL・ AM41) 不整方形 石鏃 縄文(?) 28, 29

S K 1028 7区 B(AL-40) 楕円形 サヌカイ ト片 弥生(?)

S K 1029 2区 S-9) 不整方形 弥生土器 弥生 30, 31

S K 1030 2区 T-12) 8 不整方形 弥生

S K 1031 2区 T-12) 不整形 弥生

S K 1032 2区 T-11) 方形 弥生

S K 1033 2区 S―■) 楕円形 弥生

S K 1034 2区 T-10) /1ヽ半J形 弥生土器 弥生

S K 1035 2区 R-10) /1ヽ半J形 弥生

S K 1036 2区 S-10) 不整方形 弥生

S K 1037 2区 S-9) 不整方形 弥生

S K 1038 7区 C(AM-38) 不整形 弥生土器

焼土 炭化物
弥生
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遺構名 検出地点 規模 (cn) 平面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S K 1039 7区 C(AL-40) (72) 隅丸方形 不 明

S K 1040 7区 D(AK-42) 方 形 弥生土器片 弥生 34, 35

S K 1041 7区 D(AJ-42) 不整方形 炭化物 中近世 炭 焼土たま

S K 1043 1区 AB(J-10) 楕円形 不 明

遺構名 検出地点 規模 (cm) 断面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長 さ 幅 深 さ

S D 1001 1区 D(F-9～ 11) 100(最大)

28 (最翻

‐２

６

(最深 ) U字形 陶器・縄文土器 中近世

(?)

S D 1002 7区 B(AL-44) 25-38 6-8 U字形 不 明

S D 1003 7区 A(AD-42) 26-34 4-6 U字形 不 明

S D 1004 2区 (U― ■) 50-13 V字形 弥生土器 炭化物 弥生
S D 1005 2区 (U-11) 222 7 U字形 弥生土器 弥生

S D 1006 2区 (T-10～ 11) 18-27 逆台形 弥生土器 炭化物 弥生
S D 1007 2区 (T-9～ 10) 9-18 逆台形 弥生

S R1001 1区 C(G・ F-3) 85-115 42-75 不整形 不明

遺構名 検出地点 規模 (cm) 平面形 出土遺物 時期 特徴・備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S P 1001 区 C (H 円形 不 明 柵列 2

S P 1002 区C(I-10) 概列 2

S P 1003 区 C(I-10) 17 弥生 (?) 土器片 弥生(?) 概列 2

S P 1004 区C(1-10) 不 明 IP4列 2

S P 1006 区C(H-8) (S Alool)

S P 1007

S P 1008 11 (S A lool)

S P 1009 1区 C(G-7) (S A lool)

S P 1010 1区 C(G-4)

S P10 1

S P10 2 楕円形 弥生土器片 弥生(?)

S P10 3 区 C ( I-11) 不明 概列 3

S P10 4 区C(1-10) 円形

S P10 5 区C(G-4) 楕円形

S P 1016 区 (I-10) 円形 概列 3

S P 1017 2 柵列 3

SP 1区 (J-19) 17 7 5 棚列 2

SP 020 1区 AB(M-17) 1

SP 1区 AB(M-16) 9 棚列 1

SP

SP

( )は残存長
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遺構名 検出地点 規模 (cm) 平面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S P 1025 1区 AB(L-16) 円形 不明

S P 1026

S P 1027 1区 AB(M-16) 17

S P 1028

S P 1029 1区 AB(L-16)
S P 1031 1区 AB(L-17) 8

S P 1032

S P 1036 1区 AB(L-16)
S P 1038 1区 AB(N-16) 棚列 ユ

S P 1039

S P 1041 t07」  1

S P 1042 柵列 1

S P 1043 柵列 1

S P 1047 1区 AB(N-15)

S P 1056 1区 AB(N-14)

S P 1058 精円形

S P 1059 1区 AB(N-14) 楕円形

S P 1060

S P 1061 円形

S P 1062

S P 1067 1区 AB(M-14) 17

S P 1068 1区 AB(M-13)
S P 1069

S P 1070 楕円形

S P 1072 円形

S P 1073 17

S P 1074

S P 1076

S P 1077 楕円形

S P 1078 1区 AB(M― ■) 円形

S P 1079 1区 AB(L-11)

S P 1080 17

S P 1082 1区 AB(L-14)

S P 1084 1区 AB(L-13) 9

S P 1087 1区 AB(K-12) 楕円形

S P 1089 円形

S P 1090 17

S P 1091 1区 AB(K-11) 17

S P 1092 1区 AB(J-11)
S P 1094 1区 AB(K下 9)

S P 1096

S P 1097 1区 AB(J-9) 17 概列 2
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遺構名 検出地点 規模 (cn) 平面形 出土遺物 時期 特徴・備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S P 1099 1区 AB(K-8) 円形 不明 棚列 2

S P l100 1区 AB(J-8)

S P l101

S P l102 17

S P l103

S P l105 1区AB(K-11) 隅丸方形 土師質土器 中近世 (?)

S P l106 lEKA B(J-9) 21 円形 不 明 概アU2

S P l107 1区 D(G-12) ２２

・

S P l109

SP 1区 D(F-12) 楕円形

SP 不整方形

SP 1区 D(F-10) 円形 不 明

SP 楕円形

SP 1区 D(F― ■) 円形

SP 1区 D(F-10)

SP 炭化物あり

SP 11

SP 21 楕円形 弥生土器 (?) 弥生(?)

SP 円形 不 明

SP 7区 AB(AO-43)

SP

SP 7区 AB(AM-44) 14 楕円形

SP 円形

SP 7区 AB(AO-42) 17 14

SP

SP 7区 AB(AN-42)

SP 2区 (T-12) 11 弥生(?)

SP 2区 (S― ■)

SP 2区 (T-10) 11 楕円形

SP 10 円形

SP 7区 C(AC-38) 1コ 不明

SP 11

SP 11

SP 7区 C(AC-39)
SP 17

SP 7区 D(AK-44)
SP 7区D(AJ-44) 1コ 楕円形

SP 円形 (S A loo2)

SP (S A loo2)

SP 不整形

SP (S A loo2)

SP 円形
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遺構名 出土地点 規模 (clll) 平面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

SP 7区 D(A」 -44) 円形 (S Aloo2)

SP

SP 7区 D(A」 -43) 楕円形

SP 円形

SP 7区D(AJ-42)
SP 6 不整形

SP 7区D(AJ-41) 7 円形 不明

SP 9

SP 8

SP 7

SP 6区 (AH-30) 8

SP 6区 (AH-29) 6

遺構名 出土地点 規模 (clll) 平面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S X 1003 7区 B(AL-42) 不整形 サヌカイ ト片 不明

S X 1004 2区 (ST～ 10～■ 不整方形状 弥生土器・石斧等 弥生 38, 39

S X 1005 2区 (U― ■) (168) 隅丸方形 弥生土器 弥生

)は残存長

第 9表 青谷遺跡  S K1027出 土遺物観察表
番号 器種 層位 長さ

(clll)

幅
(clll)

厚さ
(cl l)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

1 石鏃 覆土 119g 完存 サヌカイト 凹基無茎鏃

第10表 青谷遺跡 S K1029出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量 (all) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

2 弥生土器
壷 (?)

覆土 底径8 6 ・底面はわずかに上げ底。

体部は外彎気味に外方へのび

る。

内面ユビオサエ・ュビォデ

外面 ヨコ方向ナデ

mmA

砂粒含

石英 砂岩

結晶片岩

(内 )

ぶい橙

(外 )

に

橙

3 器
り
生
く
弥
壺

覆土 底径8 1 ・底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は内彎気味に外方に立ち上

がる

体部外面はタテハケ。一部ナデによ

り消されている。

内部はユビオサエ・ ナデ

底面板削り

2～ 3m六

砂粒含

結晶片岩

石英 砂岩

橙色

第11表 青谷遺跡 S K1040出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量 (clll) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

4 弥生土器
甕

覆土 底径5 7 ・底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は内彎気味に外方にたち彦

がる。

体部外面タテ方向ナデ

底部外面ユビオサエのちヨコナデ

底面 。内部はナデ。

l mm大

砂粒含

石英 砂
岩

にぶい褐

色

―- 187 -―



第12表 青谷遺跡 S X1004出 土遺物観察表
番号 器種 層位 長さ

(clll)

幅
(cl l)

厚さ
(c ll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴 。備考

5 磨製石斧リ
石 哭

覆土 完存 蛇紋岩

第13表 青谷遺跡 遺物包含層等出上遺物観察表
番号 器種 地点 長さ

(cll)

幅
(c ll)

厚さ
(clll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴。備考

6 ナイフ形石器 1区 A 11 22 完存 チヌカイト 縦長剣片を利用。彫器の可能性あり。

7 横長家」片 7区 A 41 完存 サヌカイト

8 横長票1片 7区 A 07 完存 チャー ト 灰黄褐色 粘土層出土

9 石鏃 1区 D 完存 サヌカイト 凹基無茎。いわゆる鍬形鉄。

暗褐色砂礫層出土。

石鏃 7区 A 完存 チャート 凹基無茎鏃。灰黄褐色粘土層直上

石鏃 1区 B (11) (15) (035) (062) 先端脚欠損 チャート 凹基無茎鏃

石鏃 7区 D (19) (13) (047) 脚部欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

石鏃 7区 (31) (18) 04 (161) 脚部欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

石鏃 7区 D (34〉 17 0_45 (227) 先端欠損 サオカイト 平基無墓鏃

石鏃 1区 B 03 完存 サヌカイト 平基無茎鏃

石鏃 [区 D (20) (13) 0 35 (052) 先端欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

石鏃 1区 (28) 13 (274) 先端欠損 サヌカイト 平基無基鏃

石鏃 2区 (19) (145) (072) 先端脚欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

石鏃 2区 (26) (15) (13) 脚部欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃。側縁中央に挟 りあり

劉片 1区 B 19 完存 サヌカイト 下辺と左辺に念入りな調整痕,石鏃の未製品 (?)

楔形石器 1区 B (302) 一部欠損 サヌカイト 下部をのぞき裁断面,下部は両極打法による

スクレイ
タヾ―

7区 A 完存 サヌカイト 主として片面調整による刃部形成

スクレイ
パー

1区 D (1115) 一部欠損 サヌカイト 下面両面調整による刃部形成

石庖丁 7区 完存 緑色片岩 両端部扶りあり,両極打法による刃部形成

石錘 7区 A 完存 緑色片岩 両端打ち欠き

叩石 2区 70 (750) 一部欠損 石英 自色 一方端に敲打痕あり

叩石 2区 77 完存 チャート 黒色 一方端に敲打痕あり

( )は残存長
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番号 器種 地点 法量 (clll) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

縄文土器

浅鉢

1区 D 外傾する頸部 (?)外面に1条の
沈線、内面には1条の断面三角形

の突帯を巡らす

無節 (L)の 縄文を内外面に施す。 2～ 8皿大
婉

結刷キ岩

石英

橙色

弥生土器

甕 (?)

2区 底径50 底面はわずかに上げ底を呈し底剖

端を外方に拡張する。

体部はやや外彎し、たちあがる。

内外面ともナデ。 311E大 砂粒

結晶片岩

砂岩 石英

橙色

弥生土器

甕 (?)

2区 底径68 底面はわずかに上げ底で、底部端

をやや外方に拡張する。底面うす

い。体部はやや外電気味に外方ヘ

立ち上がる。

内外面ともナデ 2～ 9皿メ

砂粒

砂岩 石蓼
結刷キ岩

明赤褐色

弥生土器

甕 (?)

2区 底径68 底面はわずかに上げ底を呈する。

底面薄い。底部端やや外方に拡張。

体部は外彎 し外方へ立ち上がる。

外面 ヨコナデ。底面内面はナデ。 2～ 3皿メ

碗

砂岩 石ま
結晶片岩

明褐色

弥生土器

甕 (?)

2区 底径88 底面は平底を呈す。底部端を外方

に拡張する。

体部は大きく外彎し外方へ立ち上

がる。

外面ナデ

内面ユ ビオサエ

2～ 8m大

砂粒含

砂岩 石英
結晶片岩

明赤褐色

弥生土器

台付鉢

2区 底径98 脚端より接地面をもち ,大 きく〆

傾する。脚柱は中実で直立する。

受部は深い。

脚端から脚台部外面にヨコナデ

脚柱部外面タテハケ。

底面ケズ リ

受部内面ナデ (?)

2～ 5 BInチ

砂粒多含

石英 砂を
結晶片岩

橙色

弥生土器

鉢 (?)

1区 D 底径32 底面はやや丸底気味

体部は大きく外彎して外方へた芝

あがる。

外面丁寧なチデ

は面内面はナデ。

砂粒含む 2

～ 3m大結
晶片岩

砂岩 石英

橙色

須恵器
杯

1区 D 脚部台径90 断面方形の貼付高台をもつ

体部外面はゆるやかに内彎 し外ズ

ヘ立ち上がる

ロクロナデ

高台貼り付け

0 5皿太

砂粒含む

石英

灰自色

須恵器

脚合部

1区 C 脚台部径128 脚端下方にやや拡張
外彎気味に内傾する脚台部

ロクロナデ 0 5mm弱

砂粒含む

石英

灰色

瓦質土器

杯

1区 B 口径144 体部は直線的に外方へ立ち上が

る。日縁部外彎気味。端部は尖り

気味におさめる。

内外面ともヨコナデのちヘラミガキ 0 3血砂

粒

暗灰色

番号 器種 地点

層位

法量・形態の特徴 。技法 。その他備考

土鍾 8区 長さ (27m) 幅09111 孔径0 3mm 重量184g
0 5mm大 砂粒若干含 淡橙色 一部欠損 管状上鍾
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図版 1

天神山遺跡 調査前全景 (東より)

守牌 ,1韓 欝 響 41q・ .

第 1調査区A地区遺構晃掘状況 (西より)
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図版 2

天神山遺跡

鶏 要Ⅲ稔攀 |こ

・
,・
―

S B1001完掘状況 (東より)

S K1003掘 り下げ状況 (東より)
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図版 4

轟 |

天神山遺跡 S T1005掘 り下げ状況 (東より)
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図版 5

天神山遺跡 S T1004完掘状況 (西より)
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天神山遺跡  S T1004完掘状況 (南より)

―- 195 -―



`盈
10           11

愕け猟

♪
９

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐５

１

　

　

　

　

か

天神山遺跡 出土遺物 (1)
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図版 7

飴
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0開

天神山遺物 出土遺物 12)
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図版 8

青谷遺跡 遠景 (南より)
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図版 9

青谷遺跡  S K1027掘 り下げ状況
,f幹
(北より)

青谷遺跡  S K1029・ S K1037掘 り下げ状況 (南より)
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図版10

青谷遺跡  S K1038完掘状況
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図版 11
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青谷遺跡  S D1004完掘状況 (東より)
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図版 12

|  ・               |′   ||■― | li■ |||:ィ趨題|1日 1岡田題躍蔭醤麗撃■ⅢⅢⅢⅢ:■|
青谷遺跡  S X1004。 S D1007掘 り下げ状況 (東 より)
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